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平
成
二
八
年
度
か
ら
、
若
手
経
営
者
、

事
業
継
承
者
、
並
び
に
次
期
リ
ー
ダ
ー
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
社
長
塾
を
新
た

に
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

社
長
塾
は
全
六
講
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

著
名
な
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ

る
本
田
有
明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
経
営
哲
学
、
行
動
指
針
、
そ
し
て
重
要

な
経
営
課
題
の
解
決
実
践
法
等
に
つ
い
て

ご
教
授
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
を
通
し
て
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

第
一
講
は
、「
実
践

会
社
の
哲
学
〜

『
社
是
・
行
動
原
則
』
を
見
直
せ
」
を
テ

ー
マ
に
、
八
月
三
〇
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

三
七
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
様
々
な
企
業
の
社
是
や
経

営
理
念
を
紹
介
さ
れ
、
自
社
の
社
是
を
見

直
す
に
あ
た
り
、
自
社
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

何
か
、
他
社
と
の
違
い
は
何
か
を
考
え
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
基
準
を
作
成
す
る

手
法
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

自
社
の
経
営
哲
学
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
企
業
の
社
是
や
経
営
理
念
に
は
、
経
営

者
の
ポ
リ
シ
ー
が
言
葉
で
表
現
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
野
村
総
合
研
究
所
の

調
査
に
よ
る
と
、
自
社
の
経
営
理
念
に

つ
い
て
、社
員
の
う
ち
約
五
七
％
は「
知

っ
て
は
い
る
が
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
」、

約
一
四
％
は
「
知
ら
な
い
、
関
心
が
な

い
」
と
い
う
結
果
で
、
残
念
な
が
ら
約

七
割
の
社
員
に
経
営
者
の
思
い
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
。

・
社
員
に
は
、
仕
事
に
対
す
る
「
改
善
意

識
」、「
当
事
者
意
識
」、「
危
機
意
識
」

の
三
つ
の
意
識
が
求
め
ら
れ
る
。
多
く

の
社
員
が
自
社
の
思
い
を
正
し
く
理
解

し
て
仕
事
を
す
る
た
め
に
も
、
社
是
や

経
営
理
念
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

・
社
是
や
経
営
理
念
の
表
現
は
、
長
い
文

章
形
式
や
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
短
い
文
章

な
ど
様
々
で
あ
る
。
中
で
も
、
堀
場
製

作
所
の
社
是
は
「
お
も
し
ろ

お
か
し

く
」
こ
の
た
っ
た
八
文
字
で
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
仕
事
は

本
来
お
も
し
ろ
お
か
し
く
工
夫
し
な
が

ら
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
短
い
言
葉
の

裏
側
に
は
様
々
な
思
い
が
あ
る
。
思
わ

ず
質
問
し
た
く
な
る
よ
う
な
、「
短
く
・

わ
か
り
や
す
く
・
含
蓄
の
あ
る
」
社
是

は
、
時
に
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
直
結
す
る

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。

・
思
い
を
込
め
た
社
是
を
定
め
て
も
、
そ

の
社
是
に
基
づ
い
て
社
員
が
日
々
ど
う

動
い
た
ら
い
い
の
か
、
そ
の
解
釈
は
人

に
よ
り
異
な
る
た
め
、
具
体
的
な
「
行

動
原
則
」が
必
要
に
な
る
。

・
ト
ヨ
タ
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
「
ト
ヨ

タ
・
ウ
ェ
イ
2
0
0
1
」
と
し
て
、
将

来
に
向
け
て
共
有
す
べ
き
価
値
観
と
行

動
指
針
を
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
改
善
、
現
地
現
物
、
尊
重
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
で
定
め
て
い
る
。
策

定
に
当
た
っ
て
は
社
内
の
管
理
職
が
集

ま
っ
て
ト
ヨ
タ
の
歴
史
を
語
り
合
い
、

五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
生
み
出
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
一
〇

カ
条
の
行
動
基
準
を
定
め
、
歴
代
社
長

が
説
い
た
ト
ヨ
タ
イ
ズ
ム
の
「
人
を
育

て
る
」
精

神
を
明
文

化
し
て
次

世
代
に
つ

な
い
で
い

る
。

・
行
動
原
則

は
、
社
員

自
ら
が
日

常
の
業
務
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
、

議
論
し
て
定
め
る
こ
と
で
、
社
員
同
士

の
絆
が
深
ま
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

高
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
主
体
的
な
取
り

組
み
が
企
業
経
営
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’16 月号

日本経団連 埼玉

第第
一一
回回
社社
長長
塾塾
始始
まま
るる
！！

平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
一
講

「
実
践

会
社
の
哲
学
〜
『
社
是
・
行
動
原
則
』
を

見
直
せ
」
と
題
し
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田
有
明
氏
が
講
演

〈平成28年度 社長塾プログラム〉

開催日 テーマ

第1講 8月30日㈫ 実践 会社の哲学「社是・行動原則」を見直せ

第2講 9月12日㈪ 実践 社長の哲学「リーダーの流儀」を育てよ

第3講 9月26日㈪ 伝説の経営者に学ぶ行動指針

第4講 10月6日㈭ 「人が育つ会社」の創り方

第5講 10月19日㈬ 残業ゼロを目指せ！「全社一丸タイム・マネジメント」

第6講 10月26日㈬ 「ご機嫌な職場」を実現せよ！「社員が喜ぶ会社作り」

質問も出された

8・9

平成28年度 社長塾 第1講

講演する本田有明氏

― 1 ―
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平
成
二
八
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
宇
宙
の
果
て
を
探
る
』〜
一
三
八
億
年
の
宇
宙

史
解
明
を
目
指
し
て
〜
と
題
し
、
東
京
大
学

宇
宙
線
研
究
所
准
教
授
大
内
正
己
氏
が
講
演

平
成
二
八
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
列
島
に
迫
り
来
る
火
山
と
地
震
の
危
機
』

〜
大
地
変
動
の
時
代
を
生
き
延
び
る
〜
と
題
し

て
京
都
大
学
教
授
・
地
球
科
学
者
鎌
田
浩
毅

氏
が
講
演

経
営
者
の
方
々
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
頃
、

広
大
な
宇
宙
に
興
味
を
抱
い
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

七
月
二
六
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
第
四
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
の
頃
の

夢
や
憧
れ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
す
ば
る
望
遠
鏡
、
ハ
ッ
ブ
ル
望

遠
鏡
、
ア
ル
マ
望
遠
鏡
な
ど
巨
大
望
遠
鏡
で
の

観
測
を
も
と
に
、
知
ら
れ
ざ
る
遠
方
宇
宙
の
姿

を
研
究
し
、
二
〇
〇
七
年
に
一
三
〇
億
光
年
の

彼
方
に
謎
の
古
代
天
体
「
ヒ
ミ
コ
」
を
発
見
す

る
な
ど
、
遠
方
宇
宙
観
測
の
世
界
的
な
研
究
者

で
あ
る
、
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
准
教
授
大

内
正
己
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、『
宇
宙
の
果

て
を
探
る
』
〜
一
三
八
億
年
の
宇
宙
史
解
明
を

目
指
し
て
〜
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
二
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
望
遠
鏡
の
進
化
に
伴
い
日
々
新

し
い
発
見
が
続
い
て
い
る
観
測
天
文
学
の
最
前

線
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど
、
非
常
に

楽
し
げ
に
興
味
深
く
聞
き
入
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
望
遠
鏡
は
過
去
へ
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
あ
り
、

宇
宙
の
果
て
か
ら
届
く
微
弱
な
光
を
捉
え
る

こ
と
で
、
宇
宙
の
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
宇
宙
分
野
の
研
究
者
に
は
、
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。
①
「
宇
宙

最
初
の
星
、
銀
河
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
を

見
る
、
②
「
人
類
が
居
住
可
能
な
惑
星
」
を

探
し
当
て
る
↓
地
球
外
生
命
の
可
能
性
探
求

へ
、
③
「
宇
宙
の
基
礎
物
理
で
あ
る
暗
黒
物

質
と
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
理
解
す
る
、
で

あ
る
。

・
①
と
③
の
課
題
に
対
し
て
は
、
ハ
ッ
ブ
ル
宇

宙
望
遠
鏡
に
よ
り
、
宇
宙
誕
生
（
ビ
ッ
ク
バ

ン
）
か
ら
始
ま
っ
た
一
三
八
億
年
の
宇
宙
史

の
う
ち
、
一
三
四
億
年
前
の
形
成
間
も
な
い

銀
河
を
多
数
発
見
す
る
な
ど
の
研
究
が
か
な

り
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
残
る
四
億
年
に
つ
い

て
は
全
く
解
明
で
き
て
い
な
い
。

・
②
の
課
題
に
対
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
探
査
衛

星
に
よ
り
火
星
や
木
星
の
探
査
を
継
続
し
つ

つ
も
、
太
陽
系
以
外
に
も
目
を
向
け
て
三
千

個
以
上
の
惑
星
を
発
見
す
る
な
ど
、
地
球
外

生
命
の
存
在
を
含
め
た
太
陽
系
外
惑
星
研
究

が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。

・
宇
宙
一
三
八
億
年
の
歴
史
を
一
年
間
に
置
き

換
え
る
と
、
我
々
人
類
の
歴
史
は
最
後
の
八

分
程
度
で
し
か
な
く
、
地
球
と
太
陽
の
誕
生

で
さ
え
も
人
類
誕
生
の
4
ヵ
月
前
で
し
か
な

い
。

・
宇
宙
の
歴
史
や
将
来
に
は
様
々
な
可
能
性
が

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
謎
に
満
ち
て
い
る
。
開
発

予
定
の
次
世
代
望
遠
鏡
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

未
知
の
分
野
へ
の
挑
戦
が
可
能
と
な
り
、
更

な
る
天
文
学
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

七
月
二
九
日
㈮
に
開
催
し
た
平
成
二
八
年
度

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
御
嶽
山

の
噴
火
、
熊
本
県
を
中
心
に
発
生
し
た
地
震
な

ど
、
近
年
、
噴
火
や
地
震
が
続
発
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
噴
火
や
地
震
等
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
ら
れ
る
、

京
都
大
学
教
授
で
地
球
科
学
者
の
鎌
田
浩
毅
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
列
島
に
迫

り
来
る
火
山
と
地
震
の
危
機
〜
大
地
変
動
の
時

代
を
生
き
延
び
る
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
九
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

鎌
田
教
授
は
、
日
本
は
今
、
九
世
紀
以
来
一

〇
〇
〇
年
ぶ
り
と
い
う
地
震
と
噴
火
の
多
い

「
大
地
変
動
の
時
代
」
を
迎
え
て
お
り
、
御
嶽

山
や
箱
根
山
の
噴
火
な
ど
は
東
日
本
大
震
災
に

誘
発
さ
れ
た
長
期
変
動
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後

数
十
年
の
間
、
さ
ら
な
る
地
震
と
噴
火
に
見
舞

わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
予
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
京
大
生
人
気
№
1
教
授
で
「
面

白
く
て
役
に
立
つ
教
授
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
鎌
田

教
授
か
ら
、
富
士
山
噴
火
の
可
能
性
も
含
め
て
、

「
大
地
変
動
の
時
代
」
に
遭
遇
し
た
日
本
人
が

い
か
に
し
て
生
き
延
び
れ
ば
よ
い
か
、
並
び
に

地
球
科
学
の
視
座
と
対
策
に
つ
い
て
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
富
士

山
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
の
火
山
が
活
発
化
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埼
玉
県
の
最
低
賃
金
改
定

十

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
一
〜
十
三

�
低
成
長
時
代
の
会
就
業
規
則
見
直
し

十
四

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
七

�
日
本
経
団
連
の
動
き
、
事
業
だ
よ
り
、

広
告

十
八

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

講演する
大内正己氏

第4回トップセミナー

第5回トップセミナー

積極的に質問が
出された
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平
成
二
八
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
首
都
劣
化
〜
地
方
以
上
に
劇
的
な
首
都
の
人

口
問
題
』
と
題
し
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学

名
誉
教
授
松
谷
明
彦
氏
が
講
演

二
〇
一
六
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
か
ら
地
域
の
活
性
化

を
！
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
て
い
る
。
仮
に
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
、

首
都
圏
に
も
火
山
灰
が
降
り
積
も
り
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
等
電
気
系
統
の
ダ
ウ
ン
が
予
想
さ

れ
る
。

・
富
士
山
の
噴
火
や
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
は
必
ず
起
こ
る
。
時
期
を
明
確
に

予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
過
去
は

未
来
を
解
く
カ
ギ
」
で
あ
り
、
過
去
の
地
震

の
歴
史
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て

は
、
二
〇
三
〇
年
〜
四
〇
年
の
間
に
起
こ
る

と
予
測
さ
れ
る
。

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
範
囲
は
静
岡
県
か

ら
宮
崎
県
に
お
よ
び
、
最
大
津
波
高
が
想
定

さ
れ
て
い
る
高
知
県
で
は
、
三
四
ｍ
の
津
波

が
地
震
発
生
後
三
分
で
到
達
す
る
な
ど
、
被

災
者
は
日
本
全
体
で
約
六
千
万
人
、
経
済
的

被
害
も
東
日
本
大
震
災
の
十
倍
規
模
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
「
西
日
本
大
震
災
」
と

独
自
に
表
現
し
、
一
般
の
方
に
イ
メ
ー
ジ
し

易
い
形
で
周
知
す
る
こ
と
で
、
自
分
で
自
分

の
命
を
守
る
知
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
。

・
「
西
日
本
大
震
災
」
が
起
き
た
時
に
は
東
日

本
側
が
助
け
る
側
に
な
る
の
で
、
い
ざ
と
い

う
時
に
動
け
る
よ
う
、
ま
ず
は
自
社
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
等
の
長
期
戦
略
を
立
て
、
二
〇
年
後
に
向

け
て
今
か
ら
備
え
を
始
め
て
ほ
し
い
。

近
年
、「
地
方
消
滅
」
と
い
う
言
葉
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
安
部
政
権
は
、
東
京
一
極
集
中

を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
観
点
か
ら
、「
地
方
創
生
策
」
を
推
進
中

で
す
が
、
人
口
問
題
は
地
方
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
地
方
よ
り
も
東
京
の
ほ

う
が
急
激
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
必
至

の
情
勢
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
八
月
五
日
㈮
の

平
成
二
八
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

人
口
減
少
研
究
に
お
け
る
日
本
の
第
一
人
者
で

あ
る
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
松
谷

明
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
首
都
劣

化
〜
地
方
以
上
に
劇
的
な
首
都
の
人
口
問
題
」

と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
五
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

松
谷
名
誉
教
授
は
、
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ

れ
た
著
書
「
人
口
減
少
時
代
の
大
都
市
経
済
」

で
、
人
口
減
少
高
齢
化
は
地
方
よ
り
も
、
む
し

ろ
大
都
市
に
こ
そ
多
く
の
解
決
困
難
な
課
題
を

も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
し
、
大
都
市
の
人
口
問

題
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
日
本
の
高
齢
化
率
や
総
人

口
、
経
済
成
長
率
等
に
つ
い
て
、
主
要
先
進
国

と
の
比
較
を
用
い
た
現
状
分
析
や
今
後
の
見
通

し
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
産
年
齢
女
性
人
口
の
減
少
に
伴
い

今
後
更
に
加
速
し
て
い
く
少
子
化
及
び
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
は
、
地
方
に
比
べ
て
多
く
の
高

齢
者
を
抱
え
る
首
都
圏
に
大
き
く
影
響
し
、
経

済
の
縮
小
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
将
来
的
に
は

伝
統
と
先
端
技
術
の
融
合
等
に
よ
る
高
付
加
価

値
製
品
の
開
発
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
更

の
必
要
性
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
減

少
に
対
す
る
移
民
受
入
れ
の
有
効
性
等
に
つ
い

て
の
質
問
も
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

七
月
二
十
日
㈬
一
三
時
よ
り
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会
（
連
合
埼
玉
）
と

本
会
と
の
共
催
で
、『
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

か
ら
地
域
の
活
性
化
を
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
二

〇
一
六
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま

三
階
櫻
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
九
〇
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
小
林
直
哉

連
合
埼
玉
会
長
及
び
本
会
の
上
條
正
仁
会
長
の

主
催
者
代
表
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
、「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
、
私
も
地
域
も

元
気
力
Ｕ
Ｐ
！
」
と
題
し
、
立
教
大
学
社
会
学

部
教
授
萩
原
な
つ
子
氏
の
基
調
講
演
、
次
に
、

企
業
・
労
働
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
わ
ら
わ
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
古

橋
哲
朗
氏
、
シ
ー
ケ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労

働
組
合
執
行

委
員
長
佐
取

陽
介
氏
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
事

例
報
告
が
行

わ
れ
、
そ
の

後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｗ
シ
ニ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン

ト
今
野
敦
子

氏
か
ら
、
Ｇ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Great

Place
to
W
ork
Insti-

tute
Japan

）
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

休
憩
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

行
し
、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
か
ら
地
域
の

活
性
化
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
萩
原
な
つ
子
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

連
合
埼
玉
副
会
長
平
尾
幹
雄
氏
、
本
会
専
務
理

事
根
岸
茂
文
氏
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

働
局
長
江
森
光
芳
氏
、
埼
玉
労
働
局
長
田
畑
一

雄
氏
の
四
氏
に
よ
り
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
概
要

・
変
化
し
続
け
る
社
会
環
境
や
多
様
性
に
対
応

す
る
た
め
に
、「
働
き
方
改
革
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
と
は
、
社
会

講演する
鎌田浩毅氏

積極的に質問が
出された

パネルディスカッションパネラー
（左から）平尾氏、根岸氏、江森氏、

田畑氏

第6回トップセミナー

2016地域フォーラム

講演する
萩原なつ子氏

シーケーエンジ
ニアリング労働
組合執行委員長
佐取陽介氏

㈱わらわらゼネ
ラルマネージャ
ー 古橋哲朗氏

GPTW シニア
コンサルタント
今野敦子氏

講演する
松谷明彦氏
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
埼
玉
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
』を
テ
ー
マ

に
講
演
会
・
特
別
対
談
を
実
施

も
の
つ
く
り
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー

『
製
造
現
場
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
』を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
実
施

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
女
性
、
障
害
者
等
の
雇

用
の
機
会
均
等
、
多
様
な
働
き
方
を
受
容
す

る
考
え
方
で
あ
る
。

・
政
府
も
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

や
「
第
四
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に

お
い
て
、
共
助
社
会
の
形
成
や
男
性
中
心
型

労
働
環
境
の
変
革
等
、
多
様
な
人
材
が
力
を

発
揮
で
き
る
職
場
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

・
そ
の
た
め
に
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
推
進
し
、
多
様
な
働
き

方
・
生
き
方
が
「
選
択
」
で
き
る
社
会
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
。

・
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
鍵
と
な
る
の
は
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
あ
る
。
働
き
方
を
改
革
し
、
作
っ
た

時
間
で
仕
事
以
外
の
社
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
な
ど
、
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ

ア
へ
挑
戦
し
て
様
々
な
顔
を
持
つ
こ
と
で
、

本
業
の
仕
事
に
対
す
る
新
た
な
社
会
的
意
味

や
価
値
を
見
出
す
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
好

循
環
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

七
月
二
二
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
か
ら
、
埼
玉

県
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
本
会
と
の
共
催
で
、

平
成
二
八
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

を
開
催
し
、
平
成
の
大
合
併
前
の
三
二
〇
〇
市

町
村
す
べ
て
を
視
察
さ
れ
た
、
経
済
学
者
藻
谷

浩
介
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、「
埼
玉
の
地
域

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
藻

谷
浩
介
氏
と
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
の
特
別
対

談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
さ
い

た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
約
三

〇
〇
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ま
ず
、
基
調
講
演
で
は
、
日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
主
席
研
究
員
経
済
学
者
藻
谷
浩
介
氏

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
様
々
な
経
済
デ
ー
タ

の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
埼
玉
県
の
特
性
等
に

つ
い
て
他
地
域
と
の
デ
ー
タ
比
較
に
基
づ
き

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
次
に
『
埼
玉
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
』

と
題
し
、
埼
玉
大
学
大
学
院
経
済
科
学
研
究

科
客
員
教
授
神
津
多
可
思
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
藻
谷
氏
と

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
に
よ
る
特
別
対
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
対
談
で
は
、
ま
ず
、
上
田
知
事
か
ら
各

種
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
埼
玉
県
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
後
、
更
な
る

飛
躍
に
向
け
た
県
推
進
事
業
や
全
国
に
先
駆
け

て
行
っ
て
い
る
埼
玉
モ
デ
ル
の
事
業
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
藻
谷
氏
か
ら
は
、
埼
玉

県
は
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
地
の
利
を
活

か
し
て
よ
り
積
極
的
に
経
済
対
策
や
高
齢
者
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
埼
玉
県
が
日
本
の
モ

デ
ル
や
世
界
の
先
進
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
触
れ
る
な
ど
、
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
物
事
は
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

現
実
と
の
ズ
レ
が
発
生
し
易
い
。
一
般
的
な

埼
玉
県
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
埼
玉
県
は
、
多
く
の
埼
玉
都
民
を
抱
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
十
兆
円
で

経
済
規
模
は
四
七
都
道
府
県
中
五
位
で
あ
る
。

・
工
業
出
荷
額
で
見
て
も
、
全
国
七
位
で
、
機

械
工
業
を
支
え
る
物
流
業
の
発
展
に
よ
り
、

全
国
有
数
の
工
業
県
で
あ
る
と
い
え
る
。

・
さ
ら
に
、
昨
年
度
の
圏
央
道
開
通
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
川
越
街
道
が
栄
え
た
よ
う
に
、
埼
玉

県
の
持
つ
本
来
の
地
の
利
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
た
。

・
ま
た
、
農
業
産
出
額
で
見
る
と
埼
玉
県
は
全

国
十
七
位
だ
が
、
面
積
あ
た
り
の
順
位
に
換

算
す
る
と
全
国
四
位
で
、
有
数
の
農
業
県
で

あ
る
と
も
い
え
る
。

・
交
通
面
で
も
、
大
宮
駅
は
各
新
幹
線
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
今
や
、
大

宮
を
通
ら
ず
に
全
国
各
地
へ
行
く
の
は
難
し

く
、
集
客
力
も
十
分
に
あ
る
。

・
様
々
な
意
味
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
フ
ィ

ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
の
が
埼
玉
県
で
あ
る
。

本
来
の
実
力
に
早
く
気
づ
い
て
、
今
の
埼
玉

県
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

も
の
つ
く
り
大
学
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
中

核
的
存
在
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を

積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二

七
年
度
か
ら
「
中
小
企
業
現
場
活
性
化
事
業
」

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
も
の
つ

く
り
大
学
技
能
工
芸
学
部
製
造
学
科
教
授
の
関

根
次
雄
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
企
業

で
の
現
場
改
善
実
績
の
豊
富
な
六
名
の
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
中
小
企
業
の
現
場
を
訪
問
し
、

現
場
改
善
・
活
性
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

七
月
二
一
日
㈭
開
催
の
も
の
つ
く
り
大
学
産

学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
中
小
企
業
に

本
事
業
の
内
容
に
対
す
る
理
解
・
認
識
を
高
め
、

本
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
本

会
と
も
の
つ
く
り
大
学
の
共
催
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
九
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ま
ず
、
講
演
で
は
『
製
造
現
場
の
活
性
化
に

つ
い
て
考
え
る
』
と
題
し
、
も
の
つ
く
り
大

学
技
能
工
芸
学
部
製
造
学
科
教
授
関
根
次
雄

氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
次
に
、
現
場
活
性
化
支
援
事
例
に
つ
い
て
、

現
場
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
岡
清
彦
氏
、
小
別

所
剛
氏
、
宮
原
紳
氏
か
ら
、
昨
年
度
実
施
し

た
実
際
の
支
援
内
容
と
そ
の
手
順
や
成
果
に

つ
い
て
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
そ
の
後
、
他
の
現
場
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

交
え
て
、
参
加
企
業
と
の
名
刺
交
換
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
日
本
国
内
の
製
造
業
の
う
ち
、
九
九
％
は
中

小
企
業
で
あ
る
。
大
手
企
業
に
比
べ
経
常
利

益
率
も
低
く
、
人
材
不
足
や
生
産
性
・
品
質

向
上
の
改
善
の
必
要
性
等
中
小
企
業
の
抱
え

る
課
題
は
多
い
。

・
多
く
の
課
題
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
技
術
革

新
に
取
り
組
む
人
材
や
情
報
の
不
足
、
高
額

な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
費
用
も
現
場
改
善
が
進

展
し
な
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

開会の挨拶をす
る㈻ものつくり
大学 理事長
長谷川真一氏

㈻ものつくり大
学製造学科教授
関根次雄氏

現場支援
アドバイザー
岡清彦氏

第1回地域社会問題委員会・特別対談

開会の挨拶をする
㈱埼玉りそな銀行
代表取締役社長
池田一義氏

（モデレーター）
埼玉大学大学院経
済科学研究科客員
教授神津多可思氏

講演する
藻谷浩介氏

埼玉県知事
上田清司氏

― 4 ―



平
成
二
八
年
度
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
企
業
経

営
に
ど
う
活
か
す
か
？
〜
ア
ド
バ
ン
ス
編
〜
』

を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
企
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
』
を
開
催

・
「
中
小
企
業
現
場
活
性
化
支
援
事
業
」
は
、

そ
う
い
っ
た
企
業
に
対
し
て
豊
富
な
経
験
を

持
つ
現
場
改
善
の
プ
ロ
が
、
単
に
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
よ
う
な
指
導
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
現
場
に
赴
き
、
企
業
の
人
た
ち
と
一

緒
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
改
善
等
に
取
組
み
、

成
果
を
引
き
出
す
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も

に
、
従
業
員
の
人
材
育
成
に
も
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

・
も
の
づ
く
り
の
現
場
は
、
様
々
な
要
因
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
現
場
の
状
況
や
作
業
の
効

率
性
、
人
の
配
置
等
、
現
場
を「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
で
様
々
な
情
報
を
分
析
し
、
抽
出

さ
れ
た
課
題
解
決
に
向
け
作
業
効
率
の
向
上

に
取
り
組
み
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

一
般
的
に
�
思
い
や
り
�
や
�
お
も
て
な
し
�

な
ど
、
接
客
・
接
遇
の
改
善
手
法
と
認
識
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
認
識
は
表
層
的
で
あ
り
、
本
来
の
意
味
は
、

「
人
間
同
士
の
相
互
関
係
を
最
重
要
視
し
、
相

互
人
間
価
値
を
生
み
出
す
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
で
、
企
業
内
組
織
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
手

法
」
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
は
�
お
も
て
な
し
�
か
ら
�
経
営
戦
略
�

と
し
て
認
識
・
対
応
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
七
月
二
五
日
㈪

開
催
の
平
成
二
八
年
度
第
二
回
企
業
戦
略
研
究

会
で
は
、
六
月
十
三
日
に
開
催
し
た
第
一
回
企

業
戦
略
研
究
会
の
「
ア
ド
バ
ン
ス
編
」
と
し
て
、

前
回
に
引
き
続
き
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
理
事
の
加
地
照
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
企
業
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
？

〜
ア
ド
バ
ン
ス
編
〜
」
と
題
し
て
、
講
演
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
で
顧
客
に
接
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
サ

ー
ビ
ス
は
、
規
則
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
未

来
に
向
か
っ
て
の
創
造
・
革
新
で
あ
る
。

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
概
念
を
経
営
に
活
か
す

こ
と
で
、
利
益
が
増
し
組
織
が
繁
栄
す
る
だ

け
で
な
く
、
従
業
員
の
満
足
感
や
幸
福
に
も

繋
が
る
。

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
企
業

に
導
入
す
る
た
め
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
進

む
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
し
、
企
業
全
体
で

定
義
や
概
念
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

で
開
催
し
、
九
名
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

八
月
二
六
日
㈮
の
平
成
二
八
年
度
第
一
回
Ｃ

Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」、
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉

政
策
課
、
埼
玉
労
働
局
、
本
会
の
四
者
共
催
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
で
五
回
目
と
な

る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
発
達
障
害
者
の
雇
用
を
考

え
、
そ
し
て
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
二
〇
名
と
い
う
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
ま
ず
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ
ン
タ
ー
長
藤
平
俊
幸
氏
よ

り
、「
発
達
障
害
の
理
解
と
発
達
障
害
者
の

雇
用
支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
が
あ
り
、

周
囲
の
人
の
理
解
が
支
援
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
発
達
障
害
の
特
徴
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

②
次
に
、「
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
、
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課
発
達
障

害
対
策
担
当
主
査
影
山
浩
司
氏
、
株
式
会
社

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ

ー
川
口
セ
ン
タ
ー
長
加
藤
正
美
氏
の
両
氏
か

ら
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

③
最
後
に
、「
発
達
障
害
者
雇
用
を
行
う
企
業

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
医
療
法
人

講演する
加地照子氏

講演する
藤平俊幸氏

現場支援
アドバイザー
小別所剛氏

参加企業との名刺交換会

ジョブセンター
の概要を説明す
る影山浩司氏

現場支援
アドバイザー
宮原紳氏

説明する
加藤正美氏

第2回企業戦略研究会

第1回CSR委員会

病院の取り組み
を報告する朝霞
台中央総合病院
榮嶋ゆかり氏

グループワーク

企業の取り組みを
報告する㈱太平エ
ンジニアリング
中島達士氏
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平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
一
講
）

『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
①
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
二
講
）

『
仕
事
の
基
礎
力
①
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
三
講
）

『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
四
講
）

『
仕
事
の
進
め
方
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
五
講
）

『
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
』開
催

社
団
武
蔵
野
会
朝
霞
台
中
央
総
合
病
院
総
務

課
課
長
榮
嶋
ゆ
か
り
氏
、
株
式
会
社
太
平
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
人
事
部
人
事
課
課
次
長
中

島
達
士
氏
の
両
氏
か
ら
、
発
達
障
害
者
を
雇

用
す
る
際
に
は
、
よ
く
話
し
合
い
お
互
い
を

理
解
す
る
こ
と
、
現
場
実
習
な
ど
実
際
の
仕

事
環
境
に
近
い
形
で
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
な
ど
、
雇
用
を
検
討

す
る
企
業
向
け
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。

ま
た
、
当
日
は
実
際
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
発

達
障
害
者
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
仕
事

内
容
や
苦
労
し
た
こ
と
、
今
後
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
二
十
八
年
六
月
九
日
㈭
十
時
か
ら
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、平
成
二
十

八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
一
六
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
河
﨑
理
恵
子
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
視
点
か
ら
、
立
ち
振
る
舞
い
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参

加
者
同
士
の
実
演
を
交
え
て
講
義
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
名
刺

交
換
等
基
礎
的
な
部
分
を
改
め
て
見
直
す
こ
と

が
で
き
た
」「
ほ
か
の
方
と
の
交
流
で
と
て
も

刺
激
を
受
け
た
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

一
様
に
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
㈮
十
時
か
ら
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、平
成
二
十

八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
一
七
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
仕
事
の
基
礎
力
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
能
勢
み
ゆ
き
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
組
織
人
と
し
て
持

つ
べ
き
意
識
」や「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」、「
仕

事
の
優
先
順
位
」
等
仕
事
を
す
る
上
で
の
基
本

的
事
項
や
、
グ
ル
ー
プ
演
習
を
通
じ
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
業
務
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
報
・

連
・
相
」
や
信
頼
関
係
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
八
年
七
月
八
日
㈮
十
時
か
ら
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、平
成
二
十

八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
三
八
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
河
﨑
理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

自
分
の
仕
事
や
時
間
の
使
い
方
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
実
践

方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

講
座
を
通
じ
て
、
自
分
の
価
値
観
に
あ
っ
た

理
想
の
働
き
方
の
イ
メ
ー
ジ
は
描
け
た
も
の
の
、

効
率
的
な
時
間
の
使
い
方
を
実
践
す
る
の
は
難

し
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
実

現
に
向
け
て
少
し
ず
つ
で
も
動
き
始
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
六
日
㈯
十
時
か
ら
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、平
成
二
十

八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
十
五
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
仕
事
の
進
め
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
法
林
孝
子
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
や

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
形
式
の
発
表
等
も
交
え
て
講
義
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
意
欲
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
年
代
の
参
加
者
か
ら
多
く
の
刺

激
を
受
け
て
い
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
五
日
㈮
十
時
か
ら
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、平
成
二
十

八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
五
六
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

磨
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
早
川
オ
フ
ィ
ス
早
川
優

子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
周
囲
か
ら
の

期
待
や
自
身
の
強
み
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
の
仕
方

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
メ
ン
タ
ー
と
の
交
流
時
間
を
設
け
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
時
間
の
使
い
方
な
ど
、

多
く
の
参
加
者
が
抱
え
る
悩
み
に
対
し
て
、
メ

ン
タ
ー
か
ら
熱
心
な
回
答
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

働く女性応援講座（第3講）
「ワークライフ・バランスを考える」

働く女性応援講座（第4講）
「仕事の進め方」

働く女性応援講座（第1講）
「ビジネスマナー①」

働く女性応援講座（第5講）
「自分らしいリーダーシップを磨く」

働く女性応援講座（第2講）
「仕事の基礎力①」
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
八八
月月
例例
会会
開開
催催

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
第
一
弾

㈱
愛
工
舎
製
作
所
企
業
訪
問
と
講
演
会

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七
月
一
四

日
㈭
午
後
、
㈱
愛
工
舎
製
作
所
に
て
開
催
さ
れ

二
一
名
が
参
加
し
た
。

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
企
画
「
先
輩

経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
一
弾
で
、
㈱

愛
工
舎
製
作
所
を
訪
問
し
、
代
表
取
締
役
会
長

牛
窪
啓
詞
氏
に
よ
る
講
演
を
伺
い
、
そ
の
後
見

学
会
と
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

㈱
愛
工
舎
製
作
所
は
、
一
九
五
〇
年
に
ケ
ー

キ
用
ミ
キ
サ
ー
の
製
造
を
開
始
し
て
以
来
、
長

年
に
亘
っ
て
「
ミ
キ
シ
ン
グ
技
術
」
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
製
菓
・
製
パ
ン
業
務
用
ミ
キ

サ
ー
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ

り
、
そ
の
名
は
国
内
だ
け
で
な
く
広
く
海
外
で

も
認
知
さ
れ
て
い
る
。

牛
窪
会
長
に
よ
る
講
演
は
「
食
夢
創
造
の
歩

み
と
活
動
」
と
題
し
て
行
な
わ
れ
、
様
々
な
時

代
変
化
の
中
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
、
経
営
戦

略
や
経
営
改
革
に
関
し
て
、
様
々
な
経
験
談
を

交
え
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

◇
講
演
概
要

「
顧
客
視
点
で
貫
く
経
営
」

□
お
客
様
の
目
的
は
何
か
、
目
的
達
成
後
の
繁

栄
を
常
に
イ
メ
ー
ジ
し
、『
目
的
を
お
客
様

と
イ
コ
ー
ル
に
す
る
』
こ
と
が
大
切
。『
ハ

ー
ド
』
だ
け
で
な
く
『
ソ
フ
ト
』
が
な
い
と

お
客
様
に
振
り
向
い
て
も
ら
え
な
い
」

□
「
4
Ｋ
（
経

営
・
社
員
・

協
力
企
業
・

家
族
）」を
大

事
に
し
つ
つ
、

「
経
営
者
の

3
Ｋ（
経
営
・

健
康
・
家
族
）」
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

「
中
小
企
業
の
道
は
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」

□
小
さ
な
分
野
で
あ
っ
て
も
、
小
さ
な
製
品
で

あ
っ
て
も
、
№
1
を
と
り
他
に
絶
対
に
負
け

な
い
。
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で

グ
ロ
ー
バ
ル
に
挑
戦
す
る
機
会
も
生
ま
れ
る
。

□
商
才
と
は
目
の
付
け
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
経

営
者
の
資
質
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
引
用

さ
れ
、「
キ
レ
者
で
あ
り
な
が
ら
貪
欲
で
あ
れ
。

泥
臭
く
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
好
か
れ
誰

か
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
味
方
に
な
っ
て
く

れ
る
余
地
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
キ

レ
者
だ
け
の
時
よ
り
も
ず
っ
と
得
を
す
る
こ
と

に
な
る
」
と
結
ば
れ
た
。

そ
の
後
は
見
学
会
に
移
り
、
会
長
自
ら
の
案

内
で
製
パ
ン
・
製
菓
機
器
の
ラ
ン
イ
ナ
ッ
プ
や

本
社
を
見
学
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
移
し
、
牛
窪
会

長
も
ご
同
席
頂
く
中
、
事
業
継
承
や
経
営
戦
略

と
い
っ
た
、
講
演
の
内
容
を
更
に
深
め
る
お
話

し
を
伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ

れ
、
有
意
義
な
懇
親
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
入

会
の
㈱
協
和
テ
ッ
ク
の
浅
野
氏
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
の
㈱
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
の
松
本
氏
か
ら
も
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

新
企
画
の
例
会
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
が
自

社
の
経
営
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
た

め
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

「
学
び
合
い
語
り
合
う
シ
リ
ー
ズ
」
第
一
弾

講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

青
年
経
営
者
部
会
の
八
月
例
会
が
八
月
二
四

日
㈬
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
一
八

名
が
参
加
し
た
。

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
企
画
「
学
び

合
い
語
り
合
う
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
一
弾
と
し
て

「
経
営
資
源
の
一
面
と
し
て
『
若
さ
』
を
活
か

す
〜
若
さ
を
活
か
し
て
成
長
を
！
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研
究
所
研
究

員
の
藤
田
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
と
、
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
の
後
懇
親
会
を

行
っ
た
。

第
一
部
の
講
演
会
で
は
「
デ
ー
タ
で
み
る

『
若
手
経
営
者
』
の
特
徴
」
と
題
し
て
、
様
々

な
デ
ー
タ
を
基
に
「
若
手
経
営
者
」
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
、「
経
営
資
源
の
一
面
と

し
て
『
若
さ
』
を
活
か
す
」
こ
と
に
関
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
い
た
。

◇
講
演
概
要

「
若
手
経
営
者
」
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
特
徴

は
、

①
経
営
す
る
企
業
の
業
績
は
良
好
、事
業
拡
大・

多
角
化
意
欲
が
強
い

②
外
部
資
源
（
取
引
先
・
同
業
種
や
異
業
種
の

経
営
者
と
の
情
報
交
換
や
交
流
）
を
積
極
的

に
活
用

③
「
事
業
を
営
む
た
め
の
体
力
」「
顧
客
を
開

拓
す
る
営
業
力
」
に
自
信
が
あ
る

と
い
っ
た
点
で
あ
り
、
デ
ー
タ
を
基
に
自
ら
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

第
二
部
は
、
講
演
の
内
容
を
受
け
、
メ
ン
バ

ー
同
士
で
「
若
手
経
営
者
の
『
強
み
』
と
『
今

後
の
課
題
』」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
な
っ
た
。

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の
通
り
。

①
若
手
経
営
者

の「
強
み（
成

功
話
）」に
あ

た
る
経
験
談

を
話
し
合
い
、

様
々
な
事
例

を
シ
ェ
ア
し

て
「
強
み
」
の
傾
向
を
探
る

②
「
組
織
の
問
題
点
」「
自
身
の
課
題
」
な
ど

「
今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
傾

向
を
探
る

③
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
い
全
員
が
情
報
を
シ
ェ

ア
し
「
若
さ
を
活
か
し
て
成
長
す
る
」
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
探
る

④
個
人
の
「
今
後
の
取
り
組
み
」
に
落
と
し
込

む「
問
題
点
や
課
題
」
に
つ
い
て
は
、

□
人
事
全
般
（
幹
部
育
成
・
人
材
育
成
・
人
事

制
度
・
給
与
体
系
・
採
用
・
親
子
関
係
・
先

代
の
影
響
力
）

□
組
織
運
営
（
透
明
性
・
風
通
し
の
良
さ
・
全

体
の
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
・
理
念
の
浸
透
・
目
標
設
定
・
メ
ン

タ
ル
維
持
・
社
員
の
健
康
維
持
）

□
事
業
継
続
（
新
事
業
へ
の
進
出
・
本
業
の
先

細
り
・
差
別
化
・
多
角
化
・
Ｍ
＆
Ａ
・
取
引

先
の
廃
業
）

□
そ
の
他
（
後
継
者
問
題
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
）

等
に
関
す
る
意
見
が
多
く
出
て
い
た
。

終
了
後
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
問
題
点
や
課

題
は
自
社
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

取
り
組
む
意
欲
と
覚
悟
に
繋
が
っ
た
」
と
い
う

感
想
が
出
た
。

懇
親
会
は
会
場
を
移
し
、
冒
頭
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
の
㈱
萬
コ
ー
ポ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
の
佐
久

間
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
例
会
で
の

活
発
な
意
見
交
換
の
流
れ
を
受
け
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
懇
親
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

7
月
例
会
に
引
続
き
、
新
企
画
の
例
会
で
あ

っ
た
が
「
青
年
経
営
者
が
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交

流
等
、
相
互
に
研
鑽
と
啓
発
を
重
ね
、
時
に
は

苦
労
を
語
り
合
う
」
い
う
部
会
の
目
的
に
合
っ

た
、
か
つ
、
自
社
経
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
掘
り
下
げ
て
い

き
た
い
テ
ー
マ
が
数
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
実
施
し
、

課
題
解
決
の
方
法
や
個
人
の
今
後
の
取
組
み
等

に
関
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
。

今
回
の
企
画
と
運
営
は
、
㈱
臼
田
フ
ァ
ィ
ン

モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
の
臼
田

和
弘
副
部
会
長
チ
ー
ム
（
他
、
望
月
印
刷
㈱
望

月
諭
代
表
取
締
役
社
長
・
㈱
エ
イ
ト
リ
ー
ブ
ス

野
村
幸
永
代
表
取
締
役
社
長
）
が
担
当
し
た
。

※
当
会
は
メ
ン
バ
ー
制
で
す
が
、
随
時
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
下
さ
い
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
七七
月月
例例
会会
開開
催催

講演する牛窪啓詞氏

講演する藤田一郎氏

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ

シ
リ
ー
ズ
」
第
1
弾

熱
心
に
聞
き
入
る

メ
ン
バ
ー

製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

見
学

「
学
び
合
い
語
り
合
う
」

シ
リ
ー
ズ
第
1
弾

若
手
経
営
者
の
強
み
や
課
題

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

経
営
に
関
す
る
今
後
の
課
題

に
関
し
て
話
し
合
い
、
傾
向

を
探
る
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地域景観活動以外に各種
視覚環境評価について実
績があります。知覚心理
実験を通じて、人々が目
にする製品や建造物の形
態を評価します。最近で
はバス会社の依頼により、
運転士の眼球運動の記録
評価を行い会社の交通安
全教育プログラムについ
て提言しました。また最
近普及が進む LEDを用
いた街路照明や屋外広告
物についても光環境計測
および心理評価を行って
おり、照明器具の性能評
価にも展開できればと思
います。

学歴・略歴
深堀 清隆
（ふかほり きよたか）
1997年：埼玉大学理工学
研究科博士後期課程修了
博士（学術）
現在：埼玉大学大学院理
工学研究科 准教授
専門：景観工学

国の人口は減少に向かう局面を
迎えつつありますが、都市の成長がもたらした地
域の自然や風土、歴史文化の破壊は最終局面を迎
えたとも言えます。景観研究の動機の多くは都市
整備による負の側面をどう修復するかにあります。
それは生活環境を視覚現象として評価し改善する
ためのアプローチですが、都市景観像から建造物
の立地や形態、土地や空間利用について、環境に
潜む不健全さを診断するものです。一方で景観の
理想像とは都市空間や建造物が周辺環境の質を高
めるようなデザインを備えていることと考えてお
りました。しかし大学の環境領域に身を置く中で、
デザインは都市景観が変化、持続するプロセスの
一面にすぎず、生態学的な思考が必要と考えるに
至りました。人間が地形や自然を見極めて、技術
で無理を通さず場所ごとに相応しい土地利用をす
る状態、そこに求めるべき景観の基準があります。
当然とも思えますが、近代都市計画技術には、人と
環境との間の生態学的な適性への配慮が欠如して
います。それは様々な災害に対して脆弱さが目立
つ土地利用に明確に表れています。最近、国は人
口減少社会への対応と低炭素社会を目指して都市
づくりの大転換を各地で推進しています。コンパ

クトシティやニューアーバニズムといった方向性
も重要ですが、短絡的に都市づくりの方向を支配
してしまうとすれば、景観の立場からは様々な心
配があります。さいたま市を想定して、駅周辺に
公共施設、高密な居住を集約的に誘導するとしま
す。傍らに地形図や古い地図を置いて一部の駅の
周辺を見比べると様々な課題が浮かび上がります。
今年、さいたま市がアートトリエンナーレを開
催しますが、その一環で市の地域アイデンティテ
ィを討議する機会を得ました。大宮台地の地形に
由来する自然環境が近世から明治以降の近代化、
関東大震災を経て変容しつつも風致資源として市
街地と密接な関係性を有していたことがわかりま
す。戦後それら風致資源は市街地主要部では多く
が破壊されました。文教都市というブランドは社
会と自然環境との共生がその根底にあったとすれ
ば、もはや文化や風土の面で形骸化していないで
しょうか。現代私たちが目にしにくい固有の地形
や過去の景観を探ることは、今後の景観形成の基
準を見出すことに繋がります。これは私たちがす
ぐにつまみ食いしたくなる○△都市論という方法
論に場所の固有価値を補完するビジョンとなりま
す。

現在、様々な有用性質を
持つ植物の開発を試みて
いますが、これに加えて、
植物の形、性質、生産性、
組成などを、個別の要望
に合わせて改変する「オ
ーダーメード育種」や、
CRES-T 法によって得
られた形質を非組換えで
再現することにも取り組
みたいと考えております。

学歴・略歴
池田 美穂
（いけだ みほ）
筑波大学第二学群生物学
類卒業、筑波大学大学院
博士課程生物科学研究科
生物学専攻修了（博士（理
学））。
2003年4月国際科学振興
財団、2006年4月産業技
術総合研究所、2011年4
月日本学術振興会特別研
究員（RPD）をへて、2014
年4月より現職。

植物は大切な資源であり、食物
や衣類、住居の建材、漢方薬などの医薬品、バイ
オ燃料、工業材料など様々な用途に使われていま
す。また植物には、環境を浄化する、形や香りで
人を癒すなどの効果もあり、多くの人々は植物や
植物素材に対して良いイメージを抱いていると思
います。このように有用性の多い植物をさらに改
良し、より人間が使いやすい形、能力をもつ植物
を作出するために、私は植物の様々な能力を研究
しています。
私が所属する研究室で2003年頃に開発された
CRES-T法（キメラリプレッサー ジーンサイレ
ンシング テクノロジー）は、効率よく転写因子遺
伝子の機能を抑制する、世界的にも画期的なシス
テムで、学術研究に広く用いられるだけではなく、
実用的な新品種作出の効率的なツールとしても注
目されています。転写因子とは、全遺伝子の10％
を占める管理職的遺伝子の総称であり、他の90％
の遺伝子の働きをコントロールすることで、植物
の形や色、組成など全てを制御します。CRES-T
法は転写因子の上位で、その能力を制御しますの
で、この技術によって植物のあらゆる性質を改変
することが理論上可能です。実際に、バイオ燃料
に適した組成を持つ植物や、新しい形状の花など

がCRES-T法によって既に作成されており、私
自身も枝・葉の数を増減する、植物体を大きく・
小さくする、有用成分の生産性を上げるなどに成
功しています。お示しした図は、植物工場での物
質生産に適した植物として作成した、小さなスペ
ースで有用物質を高生産する植物です（図）。
植物を改変する際には、CRES-T法などの技
術に加えて、植物の性質を深く理解し、それに寄
り添うことが大切です。植物は生育場所の環境変
化に適応するために、柔軟な適応能力をもってお
り、強引な遺伝子改変は適応能力でカバーしてし
まいます。動かずに、土と大気と水からエネルギ
ーを作り出す植物
は、動物とは全く
違う、新発想の生
存戦略を展開して
います。植物には
物質的な有用性も
多々ありますが、
植物独自の生存戦
略にも学ぶべき点
が多いと私は考え、
研究を行っていま
す。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

景観研究の立場から地域固有の都市ビジョンを考える
埼玉大学 大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 環境計画領域 深 堀 清 隆 准教授

植物を知り、その性質を変える
埼玉大学 大学院理工学研究科 戦略的研究部門 グリーン・環境領域 池 田 美 穂 准教授

Ａ：野生型タバコ
Ｂ：CRES-T法で作成した矮性で
生産性の高いタバコ

ＢＢＡＡ
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当研究室では、「建築から見た材料デザイン」をベースとし
て、施工的な観点を加味しつつ研究活動を展開しています。従
前の建築材料学の枠組みに囚われず、建築家および企業との協
働や、他大学または学際的な研究体制で取り組むことが多く、
コンクリートをはじめ、土、麦わら、瓦など様々な材料を研究
対象としています。
一方で、最近では国土交通省・建築基準整備促進事業の3件
のテーマに事業者として関わり、コンクリートの強度性状や耐
久性などについて幅広く検討してきました。以下、その概要を
ご紹介します。
1）コンクリートの強度管理の基準
に関する検討（事業番号：S14）
本事業は、コンクリート工事にお
ける適切な型枠の取り外し期間、構
造体コンクリートの適切な強度管理
の方法の2点について検討しました。
本事業の成果に基づき建築基準法施

行令に関連する2件の告示改正に至りました。
2）指定建築材料ごとに国土交通大臣が指定する日本工業規格
における高強度のコンクリートの追加に関する検討（S16）
本事業は、近年普及の著しい高強度コンクリートについて、
建築物に適用しやすい高強度コンクリートの種類の追加可能性
について検討しました。今後の日本工業規格の改正のための基
礎データとして活用されることが期待されます。
3）仕上げ材を施した既存鉄筋コンクリート造建築物の鉄筋腐
食抑制に関する評価方法の検討（M3）

本事業は、仕上げ材を施した既存
鉄筋コンクリート造建築物を対象に、
コンクリートの中性化による鉄筋腐
食抑制に仕上げ材がどの程度寄与で
きるかの評価モデルを提案しました。
建築物の長寿命化の動きが強まる中、
適切な仕上げ材料の選定方法への応
用が期待されます。

ものづくりは、形式知である「技術」
と暗黙知である「技能」の両方がなけれ
ば成立しないにもかかわらず、とかく技
能は、技術より蔑視される傾向がありま

す。さらには、技能者不要論ともいえる極端な議論まで存在し
ています。これは技術者のエリート意識と技能への理解不足に
よるものと考えられますが、それ以前に、両者の橋渡し役とな
る人材が、ものづくりの現場に不足していることに起因します。
このような人材を育成するには、一般
的な工学系大学などで学ぶ学術的な専
門知識と、実際のものづくり現場でし
か学べない体験的知識の両方を修得し
なければなりません。これはまさに、
ものつくり大学が目指す『テクノロジ
スト』といえます。
一方、製造業における慢性的な技能
者不足という問題があります。この問

題を解決するために、技能のデジタル化や体系化など、技能を
技術へ変換する取り組みが行なわれていますが、勘やコツを含
む技能をすべて技術化することは不可能です。また、新しい技
術が生まれると、これに付随するように、新技術を使いこなす
ための技能が生まれ続けていることから、技術化だけでは、後
追いの対応となってしまいます。そこで、変化し続ける技能を、
効率よく後世に伝承することが重要となります。
私は技能を技術化することなく効率的に技能を伝承するため

の方法や、その評価法について研究を
行なっています。とくに切削加工とこ
れに付随する測定や検査に関する技能
を中心に取り扱っています（図1、図
2参照）。そのほかにも機械加工工程
の改善についての研究や技能検定取得
の促進活動にも取り組んでおりますの
で、お困りのことがありましたら是非
ご相談ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

国土交通省建築基準整備促進事業に関わって
建設学科 大 塚 秀 三 准教授

大塚 秀三（おおつか しゅうぞう）准教授、博士（工学）／川口通正建築研究所を経て、日本大学大学院理工学研究科博士後
期課程建築学専攻修了。所属学会：日本建築学会、日本コンクリート工学会、日本建築仕上学会、日本材料学会
（連絡先：048‐564‐3849／otsuka@iot.ac.jp）

技術と技能の橋渡し
製造学科 武 雄 靖 准教授

武雄 靖（たけお やすし）製造学科准教授 東京農工大学大学院工学府機械システム工学専攻（博士後期課程）修了。博士（工
学）、MOT（技術経営修士）。有限会社安藤螺子製作所、雇用・能力開発機構（現独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構）、関東職業能力開発大学校生産技術科准教授を経て、2015年4月から現職。専門は機械加工学、技術経営。特級機械加工技
能士、一級機械保全技能士、一級機械検査技能士取得。（連絡先：048‐564‐3832／takeo@iot.ac.jp）

S14の試験体群 S14の実験に関わった学生諸君

図1．技能伝承の研究例
（旋盤作業）

図2．技能伝承の研究例
（測定作業）
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10月1日以降、845円
埼玉県最低賃金は、10月1日以降845円となります。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力等を総合的に勘案した上で決定されるもので、平成

28年度は徹底した調査・審議を重ねた結果、845円となり、平成27年度と比較しますと25円の引き上げとなりま
した。

時間額 845円 引上額 25円 引上率 3.05％
〈注意していただくこと〉
1．適用する地域……埼玉県の区域
2．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
3．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
4．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
5．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「輸送用

機械器具製造業」、「光学機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各種商品小売業」及び「自動車小売
業」については、別途特定（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048－600－6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わせください。

埼玉県の最低賃金の改定

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

北 海 道 786 22
青 森 716 21
岩 手 716 21
宮 城 748 22
秋 田 716 21
山 形 717 21
福 島 726 21
茨 城 771 24
栃 木 775 24
群 馬 759 22
埼 玉 845 25
千 葉 842 25
東 京 932 25
神 奈 川 930 25
新 潟 753 22
富 山 770 24

過去5年間の最低賃金額の状況
年度 24 25 26 27 28

最低賃金・時間額 771円 785円 802円 820円 845円
引上額・引上率 12円・1．58％ 14円・1．82％ 17円・2．17％ 18円・2．24％ 25円・3．05％

平成28年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

石 川 757 22
福 井 754 22
山 梨 759 22
長 野 770 24
岐 阜 776 22
静 岡 807 24
愛 知 845 25
三 重 795 24
滋 賀 788 24
京 都 831 24
大 阪 883 25
兵 庫 819 25
奈 良 762 22
和 歌 山 753 22
鳥 取 715 22
島 根 718 22

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

岡 山 757 22
広 島 793 24
山 口 753 22
徳 島 716 21
香 川 742 23
愛 媛 717 21
高 知 715 22
福 岡 765 22
佐 賀 715 21
長 崎 715 21
熊 本 715 21
大 分 715 21
宮 崎 714 21
鹿 児 島 715 21
沖 縄 714 21
全国平均 823 25
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………208社
回収率……………………………37．8％

�業種内訳 �内製造業 ……………101社
�内非製造業 …………107社

�資本金別
�5000万円以下………………………99社
�5000万円超～1億円以下…………55社
�1億円超～3億円以下……………12社
�3億円超……………………………42社

企業経営動向調査（2016年度第2回〈16年7月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�国内景気DI は、最近、先行きとも16
年4月比で大幅に改善している。特に、
先行きについては、製造業・非製造業
とも「＋20」以上の改善を見込んでい
る。

16年7月

－14

－14

－15

－13

－17

－9

16年4月

－24

－28

－20

－35

－37

－33

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�製造業は、最近、先行きとも16年4月
比で改善、特に、先行きについては19
ポントの大幅な改善を見込んでいる。

�非製造業は、最近、先行きとも横ばい
推移との見方が多くなっている。

16年7月

－19

－21

－17

－16

－16

－15

16年4月

－25

－33

－17

－25

－35

－16

1．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�製造業は、最近、先行きとも16年4月
比で小幅ながら改善の見込みとなって
いる。

�非製造業は、前回調査最近比で横ばい
ながら、先行きでは小幅の改善を見込
んでいる。

16年7月

－6

－9

－4

－2

－6

2

16年4月

－9

－14

－4

－8

－13

－3

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）16／4－6月期、7－9月期の上段の（ ）内の数値は16年4月調査時の見通し

�4－6月期実績は、製造業、非製造業ともマ
イナスに転じ、特に、非製造業は前回調査比
「－18」と大幅に悪化した。

�今後の見通しについては、製造業、非製造業
とも前期比で好転を見込み、7－9期、10－
12期連続で改善を見込んでいる。

見 通 し

10－12

21

13

29

7－9

（4）
6

（7）
1

（2）
10

実 績

4－6

（－18）
－26

（－29）
－26

（－8）
－26

16／1－3

17

19

15

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�4－6月期実績は、製造業、非製造業ともマ
イナスに転じ、特に、非製造業は前回調査比
「－16」と大幅に悪化した。

�今後の見通しは、7－9月期は、非製造業を
中心に大幅な増益に転じ、10－12月期につい
ても製造業、非製造業とも増益基調で推移す
る見込み。

見 通 し

10－12

16

10

22

7－9

（0）
－1

（2）
－5

（－2）
2

実 績

4－6

（－22）
－25

（－32）
－22

（－12）
－28

16／1－3

13

8

18

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近のDI をみると、製造業の過剰感
は大幅に低下しているが、非製造業は
僅かに過剰感が生じている。

�先行きのDI をみると、製造業におい
てもマイナスに転じており、在庫調整
が終了し不足感が出てくるとみている。

16年7月

3

3

2

－4

－1

－7

16年4月

6

15

－4

－2

5

－10

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比、製造業で横
ばい、非製造業で不足感の小幅改善に
留まっている。

�先行きのDI は、製造業、非製造業と
もに最近比不足感が高まっていくと見
込まれる。

16年7月

－4

－1

－7

－9

－7

－11

16年4月

－5

－1

－10

－12

－10

－14

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近のDI は製造業、非製造業とも前
回調査比改善しているものの、非製造
業の不足感は「－31」と相変わらず大
きい。

�先行きDI は前回調査比で製造業は
「＋9」の改善を見込むものの、非製
造業は「－42」の横ばいとなっており、
人材確保が厳しい状況が続くものと見
込まれる。

16年7月

－20

－8

－31

－29

－17

－42

16年4月

－27

－15

－38

－35

－26

－43

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は、製造業が前回調査比
「＋10」改善しており、全体的に資金
繰り繁忙感はでていない。

�先行きDI についても、製造業が前回
調査比「＋13」改善しており、全体と
して資金繰り繁忙感はみられない。

16年7月

14

13

14

14

12

17

16年4月

10

3

16

6

－1

13

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は、製造業、非製造業とも
前回調査比横ばいながら、依然下落が
続くとみている。

�先行きのDI は、製造業、非製造業と
も前回調査比悪化しており、下落傾向
が強まるものと見込まれる。

16年7月

－10

－12

－8

－14

－15

－12

16年4月

－11

－13

－9

－11

－14

－9

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近並びに先行きのDI は前回調査比
で概ね横ばいとなっており、仕入価格
上昇に一服感がうかがわれる。

16年7月

4

5

2

10

10

9

16年4月

5

4

5

10

11

8

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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八

兼
業
禁
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
5
回
）

8

管
理
職
の
場
合
は
忠
実
義
務

等
に
よ
り
強
い
拘
束
力

一
般
の
労
働
者
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

就
業
規
則
で
「
会
社
の
許
可
な
く
他
人

に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
」
を
禁
止
し
、

懲
戒
事
由
と
し
て
い
る
例
が
少
な
く
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
も
の
の
、「
裁
判
例

は
こ
れ
を
文
字
通
り
に
は
適
用
せ
ず
、

職
場
秩
序
に
影
響
せ
ず
、
使
用
者
に
対

す
る
労
務
提
供
に
支
障
を
生
ぜ
し
め
な

い
程
度
・
態
様
の
も
の
は
、
禁
止
違
反

に
当
た
ら
な
い
と
限
定
解
釈
し
て
い
る
。

労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
か
は
基
本
的
に
労
働
者
の
自
由

で
あ
る
べ
き
こ
と
、
職
業
選
択
の
自
由

の
保
障
、
就
業
形
態
の
多
様
化
等
を
考

慮
す
る
と
、
使
用
者
は
当
然
に
は
兼
業

規
制
を
な
し
得
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
例
外
的
に
兼
業
・
兼
職
禁
止
が

可
能
と
な
る
の
は
、
兼
業
が
競
業
に
当

た
る
場
合
、
本
務
に
支
障
を
生
じ
さ
せ

る
よ
う
な
態
様
の
兼
業
に
当
た
る
場
合

等
そ
の
規
制
に
客
観
的
合
理
的
理
由
が

あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。」（
荒
木
尚
志
『
労
働
法
第
二
版
』

四
三
四
頁
）
と
い
う
の
が
、
学
説
上
の

見
解
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
管

理
職
の
場
合
に
は
職
務
専
念
義
務
や
忠

実
義
務
と
い
っ
た
会
社
と
の
人
的
関
係

が
密
接
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
兼
業
禁
止

の
範
囲
も
広
く
そ
れ
に
違
反
し
た
責
任

も
重
く
な
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
判

例
を
紹
介
す
る
。

㈠
経
理
部
長
が
兼
業
を
し
た
こ
と
に
つ

き
、
重
大
な
義
務
違
反
と
し
て
懲
戒

解
雇
有
効
と
し
た
事
例
―
興
信
所
へ

の
取
引
内
容
調
査
依
頼
は
正
当
―

本
件
は
、
経
理
部
長
の
地
位
に
あ
る

労
働
者
が
、
会
社
の
仕
入
れ
取
引
き
に

関
し
、
自
己
が
代
表
取
締
役
た
る
地
位

に
あ
る
会
社
を
介
在
さ
せ
る
と
い
う
や

り
方
を
と
っ
て
い
た
が
、
会
社
が
右
事

実
の
存
在
を
疑
い
出
し
、
調
査
・
照
会

等
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
右
労
働
者
が
出

勤
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
会

社
が
右
労
働
者
を
懲
戒
解
雇
し
た
こ
と

に
つ
き
、
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

本
件
に
つ
き
裁
判
所
は
、「
本
件
懲

戒
解
雇
に
懲
戒
権
の
濫
用
と
な
る
べ
き

事
由
が
あ
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
、

本
件
懲
戒
解
雇
に
至
っ
た
事
情
と
し
て

前
記
で
認
定
し
た
よ
う
に
Ａ
が
東
京
Ｍ

社
の
経
理
部
長
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｔ
商

事
の
代
表
取
締
役
と
な
り
営
業
行
為
を

し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
評
価

す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
思
う
に
、
Ａ

は
東
京
Ｍ
社
の
経
理
部
長
で
あ
る
か
ら
、

東
京
Ｍ
社
に
対
し
て
そ
の
職
務
を
誠
実

に
履
行
す
る
職
務
専
念
義
務
な
い
し
忠

実
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
許
可
を

得
る
こ
と
な
く
、
他
の
会
社
の
代
表
取

締
役
と
な
り
、
東
京
Ｍ
社
に
関
連
す
る

取
引
を
し
て
利
益
を
あ
げ
る
と
い
う
こ

と
は
、
重
大
な
義
務
違
反
行
為
で
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
懲

戒
解
雇
の
背
後
に
あ
る
こ
の
重
大
な
事

情
を
も
考
慮
し
て
、
本
件
懲
戒
解
雇
の

効
力
を
判
断
す
る
に
、
本
件
懲
戒
解
雇

は
相
当
で
あ
っ
て
、
懲
戒
権
の
濫
用
を

う
か
が
わ
せ
る
事
情
は
認
め
ら
れ
ず
、

本
件
懲
戒
解
雇
は
有
効
で
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。」（
平
成
三
・
四
・
八
東

京
地
裁
判
決
、
東
京
メ
デ
カ
ル
サ
ー
ビ

ス
・
大
幸
商
事
事
件
、
労
判
五
九
〇
号

四
五
頁
）
と
判
示
し
た
。

な
お
、
本
件
で
は
、
会
社
が
興
信
所

に
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
に
つ
い
て
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
さ
れ

た
。「
東
京
Ｍ
社
が
Ａ
の
行
為
は
背
任

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
興
信

所
に
Ａ
や
Ｔ
商
事
の
調
査
を
依
頼
し
た

り
、
東
京
Ｍ
社
の
取
引
先
に
Ｔ
商
事
と

の
取
引
の
内
容
や
事
情
を
照
会
し
た
り

し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
東
京
Ｍ
社
の
立

場
に
立
て
ば
、
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
手
段
方
法
も
未
だ
社
会
的
相

当
性
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら

れ
、
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。」

と
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
よ
る

損
害
に
つ
い
て
は
、「
Ａ
の
自
宅
に
解

雇
通
知
書
を
郵
送
し
た
こ
と
は
、
社
会

的
に
相
当
な
行
為
で
あ
り
、
仮
に
、
Ａ

の
家
族
が
こ
れ
に
よ
り
恐
怖
感
を
抱
い

た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
違
法
と
な

る
余
地
は
な
い
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
の
財
産
関
係

を
調
査
し
た
こ
と
は
社
会
的
相
当
性
の

範
囲
内
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
違

法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。」
と
判
示

さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
種
の
事
案
に
つ

い
て
参
考
と
な
ろ
う
。

㈡
管
理
職
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
者
の

兼
業
禁
止
違
反
は
企
業
秩
序
を
乱
し

懲
戒
解
雇
有
効
と
さ
れ
た
事
例

本
件
は
、
い
わ
ゆ
る
管
理
職
な
い
し

そ
れ
に
準
ず
る
地
位
に
あ
っ
た
社
員
が

競
業
関
係
に
あ
る
同
じ
よ
う
な
下
請
会

社
の
設
立
に
際
し
、
発
起
人
と
な
り
、

か
つ
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
等

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
二
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２６
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―14―



が
二
重
就
職
で
兼
業
禁
止
規
定
に
反
す

る
と
し
て
懲
戒
解
雇
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所

は
本
件
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示

し
て
、
懲
戒
解
雇
の
有
効
性
を
認
め
た
。

「
元
来
就
業
規
則
に
お
い
て
二
重
就

職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
趣
旨
は
、
従
業

員
が
二
重
就
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

会
社
の
企
業
秩
序
を
み
だ
し
、
又
は
み

だ
す
お
そ
れ
が
大
で
あ
り
、
あ
る
い
は

従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
労
務
提
供
が

不
能
若
し
く
は
困
難
に
な
る
こ
と
を
防

止
す
る
に
あ
る
と
解
さ
れ
、
従
っ
て
右

規
則
に
い
う
二
重
就
職
と
は
、
右
に
述

べ
た
よ
う
な
実
質
を
有
す
る
も
の
を
言

い
、
会
社
の
企
業
秩
序
に
影
響
せ
ず
、

会
社
に
対
す
る
労
務
の
提
供
に
格
別
の

支
障
を
生
ぜ
し
め
な
い
程
度
の
も
の
は

含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。こ

れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
原

告
ら
は
訴
外
会
社
の
取
締
役
に
就
任
後
、

取
締
役
と
し
て
訴
外
会
社
の
経
営
に
直

接
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
被
告
の
従
業

員
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
、
原
告
ら
の
被
告
に
対
す
る

労
務
の
提
供
に
何
ら
支
障
を
来
さ
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
原
告
ら
の
取
締
役
就
任
が
、

被
告
に
対
す
る
労
務
提
供
を
妨
げ
る
事

由
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
原
告
ら

は
前
記
の
と
お
り
訴
外
会
社
の
経
営
に

直
接
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
一
見
す
れ
ば
、
被
告
の
企
業
秩

序
に
対
し
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
訴
外
Ｋ
は
被
告
の
取
締
役

副
社
長
に
在
任
中
に
同
一
業
種
の
別
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
を
企
て
、
こ
れ
を

実
行
し
た
の
で
あ
り
、
原
告
ら
は
訴
外

Ｋ
の
右
企
て
を
同
人
か
ら
告
げ
ら
れ
、

そ
の
依
頼
を
受
け
て
訴
外
会
社
の
取
締

役
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
り
右
企
て
に

参
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
訴
外
Ｋ

が
別
会
社
設
立
を
理
由
に
解
任
さ
れ
た

後
も
、
こ
れ
を
知
り
な
が
ら
、
い
ぜ
ん

と
し
て
取
締
役
の
地
位
に
と
ど
ま
り
辞

任
手
続
等
は
一
切
し
な
か
っ
た
こ
と
、

訴
外
Ｋ
は
被
告
か
ら
解
任
さ
れ
た
後
は

訴
外
会
社
の
経
営
に
専
念
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
訴
外
Ｋ
と
原
告
ら
と
の
前
記

の
よ
う
な
間
柄
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
ら

は
、
訴
外
Ｋ
か
ら
訴
外
会
社
の
経
営
に

つ
き
意
見
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
、

訴
外
会
社
の
経
営
に
直
接
関
与
す
る
事

態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
、
原
告
ら
は
被
告
の

単
な
る
平
従
業
員
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
管
理
職
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
地
位

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
経

営
上
の
秘
密
が
原
告
ら
に
よ
り
訴
外
Ｋ

に
も
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
な
ど
の

諸
点
を
考
え
併
せ
る
と
、
原
告
ら
が
被

告
の
許
諾
な
し
に
、
訴
外
会
社
の
取
締

役
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
本
件

解
雇
当
時
原
告
ら
が
訴
外
会
社
の
経
営

に
直
接
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
な
お
被
告
の
企
業
秩
序
を
み
だ
し
、

又
は
み
だ
す
お
そ
れ
が
大
で
あ
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、
原
告
ら
の
訴
外
会
社

取
締
役
就
任
の
所
為
は
被
告
就
業
規
則

第
四
八
条
四
号
ま
た
は
七
号
に
該
当
す

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

理
由
と
し
て
な
さ
れ
た
本
件
解
雇
は
有

効
で
あ
る
。」（
昭
和
四
七
・
四
・
二
八

名
古
屋
地
裁
判
決
、
橋
元
運
輸
事
件
、

判
タ
二
八
〇
号
二
九
四
頁
）
と
さ
れ
た
。

㈢
競
業
他
社
の
業
務
に
携
わ
っ
た
執
行

役
員
部
長
の
懲
戒
解
雇
が
有
効
と
さ

れ
た
事
例

本
件
は
、
会
社
と
競
業
関
係
に
あ
る

Ｎ
社
の
業
務
に
携
わ
っ
た
執
行
役
員
部

長
Ｏ
の
懲
戒
解
雇
が
争
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
次

の
よ
う
に
判
示
し
た
。「
Ｏ
の
行
動
は
、

会
社
の
営
業
と
称
し
て
い
な
が
ら
、
知

人
と
と
も
に
会
社
で
は
な
く
Ｎ
社
を
受

け
皿
と
し
て
別
事
業
計
画
に
参
画
し
、

同
社
へ
会
社
関
係
者
を
送
り
込
み
、
同

社
の
事
業
が
順
調
に
立
ち
上
が
る
よ
う

に
会
社
の
受
注
案
件
で
あ
る
製
品
を
横

流
し
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
先
Ｎ
社
の
事

業
が
う
ま
く
展
開
し
た
場
合
に
は
自
ら

の
同
社
へ
の
転
職
を
念
頭
に
置
い
た
、

周
到
か
つ
念
入
り
な
準
備
状
況
が
う
か

が
え
、
会
社
と
今
後
の
転
身
先
を
二
股

に
か
け
た
行
動
姿
勢
が
認
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
会
社
へ
の

一
切
の
報
告
が
な
く
、
ま
た
、
会
社
の

決
裁
を
得
な
い
で
Ｎ
社
の
代
金
支
払
い

を
会
社
が
連
帯
保
証
す
る
の
に
等
し
い

約
束
を
す
る
等
の
重
大
な
背
信
行
為
を

し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
、

会
社
の
利
益
に
反
し
て
外
の
競
業
会
社

に
協
力
・
支
援
す
る
行
為
や
将
来
的
な

転
職
を
に
ら
ん
で
業
務
遂
行
に
名
を
借

り
て
別
事
業
に
参
画
す
る
こ
と
も
禁
止

す
る
趣
旨
の
服
務
心
得
と
し
て
も
解
さ

れ
る
就
業
規
則
の
『
社
員
は
会
社
に
許

可
な
く
他
の
会
社
に
籍
を
お
い
た
り
、

自
ら
事
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
』
と

の
条
項
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
」
る
。

そ
こ
で
本
件
は
、「
懲
戒
解
雇
事
由
に

該
当
し
、
Ｏ
の
地
位
身
分
役
職
に
か
ん

が
み
会
社
に
対
す
る
背
信
性
に
は
重
大

な
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本

件
解
雇
が
理
由
な
く
濫
用
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
有
効
で
あ
る
。
ま

た
、
本
件
解
雇
に
先
立
っ
て
、
そ
の
時

点
で
背
信
的
行
動
の
範
囲
で
Ｏ
の
執
行

役
員
の
身
分
を
解
任
し
、
そ
の
後
、
さ

ら
に
Ｏ
の
背
信
行
為
に
つ
い
て
の
詳
細

な
確
認
が
で
き
た
段
階
で
、
Ｏ
に
つ
い

て
、
管
理
職
を
解
き
、
経
営
企
画
室
付

け
に
配
置
転
換
（
降
格
）
し
た
会
社
の

措
置
は
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。」
と

判
示
さ
れ
た
（
平
成
一
九
年
九
月
七
日

東
京
地
裁
判
決
、
ジ
ェ
イ
ズ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
件
、
労
判
命
令
集
平

成
二
〇
年
版
三
一
一
頁
）。

㈣
同
業
他
社
設
立
に
関
与
し
た
こ
と
等

に
つ
き
営
業
部
長
の
懲
戒
解
雇
有
効
、

係
長
以
下
に
つ
い
て
無
効
と
し
た
事

例本
件
は
、
被
告
会
社
の
営
業
課
長
で

あ
っ
た
原
告
Ｋ
が
、
競
業
会
社
の
設
立

―15―



に
関
与
し
、
従
業
員
の
引
き
抜
き
を
し

た
と
し
て
、
ま
た
、
同
調
し
た
者
も
懲

戒
解
雇
さ
れ
、
退
職
金
を
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
退
職
金
の
支
払

い
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

判
決
は
、
営
業
課
長
に
対
す
る
懲
戒

解
雇
を
有
効
と
し
、
退
職
金
不
支
給
も

適
法
と
し
た
が
、
そ
の
余
の
原
告
に
つ

い
て
は
懲
戒
解
雇
を
無
効
と
し
、
退
職

金
支
払
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
は
、

管
理
職
の
場
合
は
忠
実
義
務
や
職
務
専

念
義
務
の
立
場
か
ら
兼
業
禁
止
等
に
つ

い
て
重
く
考
え
ら
れ
る
典
型
的
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

判
決
は
、「
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

原
告
Ｋ
が
、
被
告
会
社
Ｓ
魚
市
場
の
営

業
課
長
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

被
告
会
社
と
競
業
関
係
に
た
つ
新
会
社

設
立
の
た
め
に
、
そ
の
相
当
以
前
か
ら

積
極
的
に
こ
れ
に
関
与
し
、
被
告
会
社

の
業
務
上
の
指
示
命
令
を
無
視
し
て
仲

買
組
合
の
幹
部
ら
と
相
通
じ
、
同
魚
市

場
の
主
と
し
て
せ
り
業
務
に
従
事
す
る

従
業
員
の
引
き
抜
き
を
図
っ
て
こ
れ
を

実
行
し
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
し
た
。「
原
告
Ｋ
の
行
為
が
被

告
の
主
張
す
る
就
業
規
則
所
定
の
懲
戒

解
雇
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い

て
考
察
す
る
。」
と
し
、「
原
告
Ｋ
の
前

記
の
所
為
は
、
被
告
会
社
の
業
務
上
の

指
示
命
令
を
無
視
し
て
職
場
の
秩
序
を

乱
し
、
そ
の
信
用
を
失
墜
し
た
も
の
で

あ
り
、
ひ
い
て
は
被
告
会
社
Ｓ
魚
市
場

の
企
業
と
し
て
の
存
立
自
体
を
危
う
く

す
る
虞
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
著
し

く
被
告
会
社
に
対
し
て
背
信
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
少

く
と
も
被
告
主
張
の
就
業
規
則
五
二
条

三
号
の
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当
し
、
か

つ
そ
の
情
状
は
特
に
重
い
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
れ
を
理
由

と
し
て
な
さ
れ
た
被
告
の
同
原
告
に
対

す
る
懲
戒
解
雇
は
適
法
か
つ
有
効
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
判
示

し
た
。

さ
ら
に
懲
戒
解
雇
処
分
に
よ
る
退
職

金
の
不
支
給
の
件
に
つ
い
て
は
、「
た

し
か
に
、
右
に
説
示
の
よ
う
に
、
被
告

会
社
で
は
、
昭
和
五
二
年
一
〇
月
一
日

以
降
給
与
規
定
に
基
づ
い
て
退
職
金
が

支
払
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
給
与
制
度

の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
会
社
に
お
い

て
支
給
さ
れ
る
退
職
金
は
、
労
働
者
の

長
年
の
勤
労
に
対
す
る
功
労
報
償
的
性

格
の
み
な
ら
ず
、
賃
金
の
後
払
的
性
格

を
も
帯
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
が
、
被
告
会
社
の
従
業
員
は
前
記
給

与
規
定
二
四
条
但
書
の
事
項
を
も
労
働

契
約
の
内
容
と
し
て
い
る
も
の
と
み
る

ベ
き
と
こ
ろ
、
右
規
定
に
よ
れ
ば
、
被

告
会
社
に
お
い
て
、
従
業
員
を
懲
戒
解

雇
に
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
者
に
退
職

金
を
支
給
し
な
い
旨
の
決
定
が
な
さ
れ
、

そ
の
旨
の
通
知
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
す
る
退
職
金
発
生
の
条
件

は
み
た
さ
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
者
の
被

告
会
社
に
対
す
る
退
職
金
債
権
は
発
生

す
る
に
由
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
わ
が
国
の
現
状
に
照
せ
ば
、
そ
の

よ
う
に
解
し
て
も
右
規
定
が
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
と
は
い
い
得
な
い
。」

と
判
示
し
た
。

な
お
、
係
長
以
下
の
従
業
員
に
つ
い

て
は
、「
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
、

同
原
告
ら
の
所
為
は
、
何
ら
か
の
懲
戒

事
由
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
い
ま
だ

懲
戒
解
雇
に
値
す
る
程
の
も
の
で
は
な

く
、
結
局
、
被
告
の
主
張
す
る
就
業
規

則
所
定
の
懲
戒
解
雇
事
由
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」

と
さ
れ
た
（
昭
和
五
六
・
二
・
二
三
福

岡
地
裁
久
留
米
支
部
判
決
、
福
岡
県
魚

市
場
事
件
、
労
判
三
六
九
号
七
四
頁
）。

平
成
一
八
年
四
月
一
日
施
行
の
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
改
正
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で

の
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
が
、

努
力
義
務
か
ら
事
業
主
の
義
務
と
な
り
、
そ

の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
六
五
歳
ま
で
の
安

定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
の
継
続
雇
用

制
度
の
導
入
又
は
当
該
定
年
の
定
め
の
廃
止

の
措
置
義
務
（
同
法
九
条
一
項
）
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
同
措
置
の
大
部
分
が
定
年
後
の
再

雇
用
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
、
当
時
の
政
府

の
政
策
と
し
て
は
、
と
に

か
く
高
年
齢
者
の
雇
用
確

保
優
先
で
、
賃
金
等
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
は
、「
最

低
賃
金
な
ど
の
雇
用
に
関

す
る
ル
ー
ル
の
範
囲
内
」

で
、
労
使
間
で
決
め
る
こ

と
で
よ
い
（
厚
労
省
Ｑ
＆

Ａ
）
と
さ
れ
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
は

全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
公
的
年
金

を
組
み
合
わ
せ
て
全
体
的
な
給
付
を
も
っ
て

一
定
水
準
の
手
取
り
収
入
の
実
現
を
求
め
る

考
え
方
が
と
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
一
般
に
定
年
後
の
再
雇
用
者
の

賃
金
は
全
く
別
体
系
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
判
例
で
も
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
定

年
後
再
雇
用
者
に
つ
い
て
、「
正
社
員
と
シ

ニ
ア
社
員
（
嘱
託
）
と
の
間
に
は
、
本
来
的

に
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
や
均
等

待
遇
の
原
則
の
適
用
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。」
と
し
て
、
正
社
員
と
の
賃

金
差
が
五
四
・
六
％
と
な
る
と
試
算
さ
れ
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、「
な
る
ほ
ど
、
両
者
の

賃
金
の
格
差
は
軽
視
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

問
題
は
こ
れ
が
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
趣

旨
を
無
に
す
る
な
い
し
は
潜
脱
す
る
程
度
に

達
し
て
お
り
、
看
過
し
難
い
も
の
と
し
て
公

序
良
俗
違
反
と
い
え
る
ほ
ど
の
差
に
は
至
っ

て
い
な
い
」（
平
二
二
・
九
・
一
四
大
阪
高

裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
五
年
四
月
一
日
施
行

の
労
働
契
約
法
の
改
正
で
「
期
間
の
定
め
が

あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁

止
」（
二
〇
条
）
が
規
定
さ
れ
、
平
成
二
七

年
四
月
一
日
施
行
の
パ
ー
ト
労
働
法
の
改
正

で
も
同
様
の
規
定
（
八
条
）
が
定
め
ら
れ
、

ま
た
、
通
常
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
パ
ー
ト

に
つ
い
て
の
差
別
禁
止
規
定
（
九
条
）
に
も
、

「
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
が

行
わ
れ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
当
該
制
度
の

対
象
と
な
る
高
年
齢
者
が
短
時
間
労
働
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
法
第
九
条
の
適
用
関
係
が

問
題
と
な
り
得
る
。」（
平
二
六
・
七
・
二
四

基
発
〇
七
二
四
第
二
号
）
と
さ
れ
た
。

今
回
、
生
コ
ン
車
等
の
運
転
者
の
定
年
後

再
雇
用
に
関
し
、「
有
期
契
約
労
働
者
の
職

務
の
内
容
並
び
に
当
該
職
務
の
内
容
及
び
配

置
の
変
更
の
範
囲
が
無
期
契
約
労
働
者
と
同

一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
に
と

っ
て
重
要
な
労
働
条
件
で
あ
る
賃
金
の
額
に

つ
い
て
、
有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約
労

働
者
と
の
間
に
相
違
を
設
け
る
こ
と
は
、
そ

の
相
違
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
正

当
と
解
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

不
合
理
で
あ
る
と
の
評
価
を
免
れ
な
い
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
、
本
件
で

は
そ
れ
ら
が
同
一
で
あ
り
、
正
社
員
と
同
一

と
す
べ
き
と
判
示
さ
れ
た
（
平
二
八
・
五
・

一
三
東
京
地
裁
判
決
）
こ
と
か
ら
問
題
と
な

っ
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
大
阪
高
裁
の

前
記
判
決
と
異
な
っ
て
お
り
、
控
訴
さ
れ
て

は
い
る
が
、
国
の
立
法
政
策
の
変
更
に
よ
り

企
業
は
困
難
に
直
面
す
る
。

高
年
齢
者
に
も
同
一
労
働

同
一
賃
金
か

弁
護
士

安
西

�
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埼
玉
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
ご
案
内

【
人
材
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
】「
人
材
総
合
相
談

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
の
ご
案
内

「
女
性
活
躍
先
進
企
業
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

11
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
後
期
技
能

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
今
後
特
に
高
い
成
長
が
見
込
ま
れ

る
先
端
産
業
の
一
つ
と
し
て「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
」

を
掲
げ
、
製
品
開
発
、
事
業
化
を
支
援
し
集
積

を
図
る
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
振
興
に
お
い
て
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
セ
ン
サ
ー
や
ア

ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
要
素

技
術
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
技
術
を
持
つ
企
業
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
企
業
の

役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
こ
ろ
で
す
。

県
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
関
心
を
持
つ
異

業
種
の
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
、
金
融
機
関

な
ど
の
人
材
、
技
術
、
情
報
が
集
ま
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
「
埼
玉
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
交
流
会
や
研
究

会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ「
出
会
い
」

の
場
と
し
て
皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

入
会
い
た
だ
き
ま
す
と
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
、
補
助
金
そ
の
他
の
支
援
施
策
の
ご
紹
介

な
ど
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
。入

会
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
関
心
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
入
会
く
だ
さ
い
。

�
お
申
込
み
方
法

氏
名
、
所
属
（
会
社
名
、
大
学
名
な
ど
）、

肩
書
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記

の
上
、

a3760-04@
pref.saitam

a.lg.jp

宛
に
電
子
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
先
端
産
業
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
3
7
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
に
事
業
に
必

要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
金
融
機
関
か
ら

低
い
利
率
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
1
日
よ
り
、
市
場
金
利
の
動

向
等
を
踏
ま
え
て
、
融
資
利
率
を
0
・
1
％
引

き
下
げ
ま
す
。

「
固
定
・
低
利
・
長
期
」
が
特
徴
で
、
原
則

と
し
て
「
無
担
保
」・「
第
三
者
保
証
人
な
し
」

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
事
業
に
必
要

な
資
金
の
借
入
れ
を
お
考
え
の
方
は
、
是
非
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信
用
保

証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

埼
玉
県
で
は
「
人
が
採
用
で
き
な
い
」、「
採

用
し
た
の
に
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
う
」、「
忙
し
く

て
社
員
を
育
て
る
余
裕
が
な
い
」
な
ど
、
県
内

企
業
の
人
材
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
専
任
の

人
材
総
合
相
談
員
が
お
受
け
す
る
「
人
材
総
合

相
談
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を
就
業
支
援
課
内
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

�
概
要

お
受
け
し
た
相
談
の
内
容
に
応
じ
、
担
当
窓

口
へ
の
中
継
ぎ
を
行
い
、
中
小
企
業
の
人
材
に

関
す
る
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
企
業
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
の
確
保
の
お
手
伝
い
も
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
分
か
り
や
す
い
求
人
票
の
作
成
支

援
に
加
え
、
求
人
企
業
の
職
場
風
景
や
同
僚
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
掲
載
し
た
「
企
業
紹
介
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
求
人
票
と
あ
わ
せ
て
求
職
者

に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
求
人
の
早
期
充
足
に

向
け
、
企
業
の
魅
力
発
信
も
支
援
し
ま
す
。

電
話
相
談
を
中
心
に
、
来
庁
い
た
だ
い
て
の

対
面
相
談
、
出
張
相
談
も
行
い
ま
す
。

�
設
置
場
所

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
―
15
―
1

埼
玉
県
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
内

電
話
�
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
2

�
相
談
受
付
時
間

平
日
の
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0809/kyuujin01.htm

l
�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
2
）

女
性
社
員
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
の
企
画
・
開

発
に
定
評
の
あ
る
企
業
を
訪
問
し
、
そ
の
秘
訣

を
学
び
ま
す
。
女
性
活
躍
に
取
り
組
む
現
場
を

間
近
で
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
日
程

平
成
28
年
10
月
20
日
㈭

�
内
容
（
予
定
）

13
時
大
宮
駅
集
合
↓
14
時

〜
社
長
挨
拶
、
女
性
社
員
に
よ
る
商
品
の
企

画
・
開
発
に
つ
い
て
の
講
座
、
酒
蔵
見
学
等

↓
16
時
訪
問
先
出
発
↓
17
時
大
宮
駅
解
散

�
場
所

株
式
会
社
文
楽
（
上
尾
市
・
酒
蔵
）

�
費
用

無
料

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.saitam

a-np.co.jp/
kijikokoku/w

om
enom

ics/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
新
聞
社

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
4
8
―
7
9
5
―
9
9
3
2
）

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に
実
務
に

役
立
つ
短
期
間
の
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を
高
め
た
い
方
や
資
格
取

得
を
目
指
す
方
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お

考
え
の
企
業
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

Ｃ
Ａ
Ｄ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運
用
、
電
気
工
事
士
技
能
試

験
準
備
講
習
、
介
護
福
祉
士
試
験
準
備
講
習

な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講
座
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）

�
受
講
料

2
�
0
0
0
円
〜
6
�
7
0
0
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

�
申
込
み
期
間

10
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

11
〜
12
月
中
の
2
〜
6
日
間

（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
検
定
す
る
技
能

検
定
試
験
（
国
家
検
定
）
の
お
知
ら
せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、
該
当

す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務
経
験
が
あ
る

人
�
試
験
日
程

平
成
28
年
12
月
〜
29
年
2
月

（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
る
）

�
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
5
Ｆ
）

�
配
布
場
所
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http
://w

w
w
.saitam

a-vada.or.jp/

�
申
請
期
間
等

10
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮
に
同

協
会
へ
申
請

※
技
能
検
定
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
県
産

業
人
材
育
成
課
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

県
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
ど
労
働
関
係
の
身
近
な
問
題
等
を
テ

ー
マ
に
、
よ
り
よ
い
職
場
づ
く
り
に
役
立
つ
セ

ミ
ナ
ー
を
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
次
の
会
場
の
受
講
者
を
募
集
中
で
す
。

ご
関
心
を
お
持
ち
の
皆
様
は
是
非
と
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

�
日
程

⑴
熊
谷
会
場

9
月
26
日
㈪
、
29
日
㈭

10
月
6
日
㈭
、
7
日
㈮

⑵
越
谷
会
場

10
月
4
日
㈫

⑶
所
沢
会
場

10
月
18
日
㈫
、
21
日
㈮

26
日
㈬
、
28
日
㈮

⑷
さ
い
た
ま
会
場

10
月
20
日
㈭

⑸
寄
居
会
場

11
月
18
日
㈮

�
開
催
時
間

18
時
30
分
〜
20
時

※
⑷
の
み
14
時
〜
16
時

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodosem

inar/

こ
れ
以
降
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、

順
次
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

―17―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

「
働
き
方
・
休
み
方
改
革
セ
ミ
ナ

ー
」
開
催

―
働
き
方
・
休
み
方
改
革
集
中
取

り
組
み
年

リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー

第
1
弾

経
団
連
、
日
本
商
工
会
議
所
（
三
村
明

夫
会
頭
）、
経
済
同
友
会
（
小
林
喜
光
代

表
幹
事
）、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
大
村
功
作
会
長
）は
7
月
27
日
、
東
京
・

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
「
働
き
方
・
休

み
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
企

業
経
営
者
や
人
事
担
当
の
管
理
職
を
中
心

に
約
4
5
0
名
が
参
加
し
、
先
進
企
業
の

取
り
組
み
事
例
を
聞
く
と
と
も
に
、
共
同

宣
言
の
採
択
を
行
っ
た
。

昨
年
に
続
き
2
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
央
大
学
大
学
院

の
佐
藤
博
樹
教
授
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
迎
え
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を

は
じ
め
、
働
き
方
・
休
み
方
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
、
味

の
素
、
兼
松
、
三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
4
社
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

■
塩
崎
厚
労
相
来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
は
冒
頭
、
経
済
界
を
挙

げ
て
働
き
方
改
革
を
力
強
く
進
め
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
は
、
す
べ
て
の

働
く
人
が
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
り
な

が
ら
、
持
て
る
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
働
き
方
改
革
や
年

休
の
取
得
促
進
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め
、
厚
労
省
と
し
て
、「
働

き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

の
開
設
や
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
の
普
及

推
進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
。
さ
ら
に
、
働
き
過
ぎ
防
止
の
た
め

の
施
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
労
働
基
準

法
改
正
案
の
早
期
成
立
を
引
き
続
き
目
指

し
て
い
く
と
述
べ
た
。

■
「
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
働
き
方
改
革
宣

言
」
を
採
択

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
鵜
浦
博
夫
経
団
連

副
会
長
・
労
働
法
規
委
員
長
、
渡
辺
佳
英

東
京
商
工
会
議
所
特
別
顧
問
、
横
尾
敬
介

経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
・
専
務
理
事
、

高
橋
晴
樹
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専

務
理
事
が
登
壇
し
、
経
済
4
団
体
お
よ
び

賛
同
し
た
業
界
団
体
連
名
の
「
経
営
ト
ッ

プ
に
よ
る
働
き
方
改
革
宣
言
」
を
採
択
し

た
。
宣
言
で
は
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
な
か
で
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
が
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
管
理
職
は
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
徹
底
と
同
時
に
自
ら
の
意
識
改
革
を

進
め
る
こ
と
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
、
年
休

の
計
画
的
付
与
制
度
の
導
入
な
ど
、
各
社

の
実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。

宣
言
の
採
択
に
あ
た
り
、
鵜
浦
経
団
連

副
会
長
が
参
加
者
に
対
し
、
国
全
体
の
働

き
方
・
休
み
方
改
革
に
向
け
、
自
社
で
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
よ
う

呼
び
か
け
た
（「
働
き
方
改
革
宣
言
」
の

全
文
は
経
団
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）。

（
出
所
�
経
団
連
タ
イ
ム
ス

2
0
1
6

年
8
月
4
日

№
3
2
8
1
）

2
0
1
6
年
春
季
労
使
交
渉
・
中

小
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
（
最
終

集
計
）

―
4
3
6
社
平
均
4
6
5
1
円
、

ア
ッ
プ
率
1
・
83
％

経
団
連
は
8
月
12
日
、
2
0
1
6
年
春

季
労
使
交
渉
に
お
け
る
中
小
企
業
業
種
別

妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）
の
最
終
集
計
を

発
表
し
た
。

同
調
査
は
、
原
則
と
し
て
従
業
員
数
5

0
0
人
未
満
の
中
小
企
業
、
17
業
種
7
4

1
社
を
対
象
に
、
地
方
別
経
済
団
体
の
協

力
に
よ
り
実
施
。
今
年
の
最
終
集
計
は
、

妥
結
し
た
4
5
8
社
（
61
・
8
％
）
の
う

ち
、
平
均
額
等
が
判
明
し
て
い
る
4
3
6

社
に
お
け
る
月
例
賃
金
引
き
上
げ
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
。
総
平
均
額
は
4
6
5
1

円
、
ア
ッ
プ
率
は
1
・
83
％
（
昨
年
の
最

終
集
計
4
7
0
2
円
、
1
・
87
％
）
で
、

2
年
連
続
の
4
5
0
0
円
超
、
1
・
8
％

台
と
な
っ
た
。

業
種
別
で
は
、
製
造
業
（
2
8
2
社
平

均
）
が
4
9
6
4
円
、
ア
ッ
プ
率
1
・
90

％（
昨
年
の
最
終
集
計
5
0
1
3
円
、
1
・

95
％
）、
非
製
造
業
（
1
5
4
社
平
均
）
が

4
0
9
7
円
、
ア
ッ
プ
率
1
・
68
％
（
同

4
1
6
4
円
、
1
・
72
％
）
で
、
い
ず
れ

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

規
模
別
で
は
、「
1
0
0
〜
3
0
0
人

未
満
」
が
4
5
0
2
円
（
昨
年
の
最
終
集

計
比
マ
イ
ナ
ス
89
円
）、「
3
0
0
〜
5
0

0
人
未
満
」
が
4
8
9
9
円
（
同
マ
イ
ナ

ス
90
円
）
と
、
昨
年
を
わ
ず
か
に
下
回
っ

た
も
の
の
、「
1
0
0
人
未
満
」
は
4
2

6
0
円
（
同
プ
ラ
ス
1
9
3
円
）
で
、
昨

年
よ
り
増
加
し
た
。

（
出
所
�
経
団
連
タ
イ
ム
ス

2
0
1
6

年
9
月
1
日

№
3
2
8
3
）

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

経営トップによる働き方改革宣言
労働力人口が減少する中で、持続的な成長を遂げていくためには、女性・
若者・高齢者など多様な人材が働きやすい職場環境を整備することで、従業
員一人ひとりの健康を確保し、生産性を高め、創造性の発揮を促していく必
要があります。
特に、仕事の質を高めながら、諸外国に比し長い労働時間の是正や、平均
取得率が5割にも満たない年休の取得を促進していくことが、喫緊の課題と
なっています。
そこで、われわれ経済界は、経営トップ自らの強いリーダーシップにより、
働き方・休み方改革を、積極的かつ継続的に推進することを宣言します。

〈誰もがいきいきと働ける職場環境の実現に向けた取り組み〉

1．経営トップの明確な意志表明とリーダーシップの発揮
経営トップは、働き方・休み方改革を経営方針に明確に位置づけ、社内に
発信し、全社で共有する。また、行動計画や目標を定めトップダウンで実
現する。

2．管理職によるマネジメントの徹底と自らの意識改革
管理職は、法令順守のみならず、経営方針を踏まえ労働時間管理を徹底す
る。また、自ら意識を改革し、率先してメリハリのある働き方や休暇取得
に努める。

3．具体的取り組み例
① 業務プロセスを見直し、効率化することにより、ムリ・ムダを省く。
② ノー残業デーの徹底、深夜残業の原則禁止や朝型勤務の導入、フレック
スタイム制やテレワークの活用を進める。

③ 職場・個人単位での年休の計画的付与や半日・時間単位年休の導入を進
める。

④ プラスワン休暇（土・日・祝日の前後に年休を取得）や子どもの休みに合
わせた年休の取得などにより、年3日程度の年休の追加取得を検討する。

⑤ 年休実績を見える化し、取得率が低い社員に管理職が取得を働きかける。

2016年7月27日
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成成立立

七
月
二
〇
日
〜
九
月
二
六
日

◆
七
・
二
〇

人
事
労
務
委
員
会
「
二
〇

一
六
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
ラ
フ
レ
さ

い
た
ま
）

◆
七
・
二
一

も
の
つ
く
り
大
学
産
学
連

携
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
二

第
一
回
地
域
社
会
問
題
委

員
会
（
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ

ー
）

◆
七
・
二
五

第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

（
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
）

◆
七
・
二
六

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
九

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
五

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
六

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
三
〇

社
長
塾
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
二

社
長
塾
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
五

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
六

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
六

社
長
塾
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

2016年春季労使交渉・中小企業業種別妥結結果（加重平均）
2016年8月12日

［最終集計］ （一社）日本経済団体連合会

業 種 2016年 2015年
社数 妥結額 アップ率 社数 妥結額 アップ率

製

造

業

鉄鋼・非鉄金属 16社 5，143円 1．98％ 18社 5，242円 2．02％
機 械 金 属 104 4，987 1．93 110 4，970 1．92
電 気 機 器 24 4，938 1．86 23 6，223 2．35
輸 送 用 機 器 10 4，894 2．01 11 4，842 2．01
化 学 25 4，816 1．74 28 5，072 1．98
紙 ・ パ ル プ 15 3，787 1．57 15 3，755 1．58
窯 業 15 4，390 1．69 19 4，653 1．83
繊 維 19 3，741 1．69 20 4，415 1．92
印 刷 ・ 出 版 13 5，859 2．01 12 4，957 1．78
食 品 23 5，713 2．34 22 4，417 1．74
その他製造業 18 5，319 1．86 23 5，569 1．99

製 造 業 平 均 282 4，964 1．90 301 5，013 1．95
（4，536） （1．79） （4，670） （1．86）

非
製
造
業

商 業 53 3，891 1．59 51 4，434 1．80
金 融 3 6，921 2．84 3 4，439 1．64
運 輸 ・ 通 信 41 3，236 1．41 47 3，021 1．35
土 木 ・ 建 設 17 5，775 2．23 15 5，410 2．13
ガ ス ・ 電 気 15 4，541 1．65 14 5，022 1．82
その他非製造業 25 4，696 1．89 30 4，751 1．92

非製造業平均 154 4，097 1．68 160 4，164 1．72
（4，027） （1．66） （4，018） （1．67）

総 平 均 436 4，651 1．83 461 4，702 1．87
（4，356） （1．75） （4，444） （1．79）

規

模

別

100人未満 133 4，260 1．71 143 4，067 1．69
（4，043） （1．65） （3，985） （1．65）

100～300人未満 210 4，502 1．79 229 4，591 1．84
（4，365） （1．75） （4，517） （1．81）

300～500人未満 93 4，899 1．89 89 4，989 1．94
（4，784） （1．88） （4，991） （1．96）

（注）1）本調査は、地方別経済団体の協力により、従業員数500人未満の17業種741社を対象に実施
2）458社（61．8％）で妥結しているが、このうち22社は平均金額不明等の為、集計より除外
3）上記妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、単純平均
5）2015年の数値は、2015年8月7日付最終集計結果

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

一
〇
月
三
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
就
職

面
談
会
『
外
国
人
留
学
生
の
現

状
と
外
国
人
の
採
用
と
活
用
』

共
催

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ａ
Ｐ

★
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

一
〇
月
四
日
㈫
一
四
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

中
堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
人

事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締

役
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ

吉
田

寿

氏

★
社
長
塾
第
四
講

日
時

一
〇
月
六
日
㈭
一
四
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容
「
人
が
育
つ
会
社
」
の
創
り
方

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田
有
明
氏

★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
一
一
日
㈫
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

経
営
者
の
た
め
の
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
〜
人
生
一
〇
〇
年
時
代

を
生
き
抜
く
健
康
学

講
師

三
番
町
ご
き
げ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

澤
登
雅
一
氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
一
二
日
㈬
一
四
時
三
〇

分
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
教
授

山
田
英
夫
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
一
七
日
㈪
・
一
一
月
七

日
㈪
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
四

五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た

め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
仕
事

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
意
欲
の

向
上
を
計
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト

ナ
ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
社
長
塾
第
五
講

日
時

一
〇
月
一
九
日
㈬
一
四
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

残
業
ゼ
ロ
を
め
ざ
せ
！
〜
全
社

一
丸
タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田
有
明
氏

★
社
長
塾
第
六
講

日
時

一
〇
月
二
六
日
㈬
一
四
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容
「
ご
機
嫌
な
職
場
」
を
実
現
せ

よ
！
〜
社
員
が
喜
ぶ
会
社
作
り

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田
有
明
氏

★
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

一
一
月
二
一
日
㈪
一
〇
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

一
日
で
で
き
る
！
人
事
評
価
制

度
実
践
セ
ミ
ナ
ー
〜
自
社
の
評

価
基
準
・
項
目
を
自
ら
の
手
で

作
成
す
る
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締

役
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ

吉
田

寿

氏同
右

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

伊
藤
善
廣
氏

★
年
末
調
整
・
給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ

ー
日
時

一
一
月
二
二
日
㈫
一
〇
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

給
与
計
算
の
流
れ
を
把
握
し
、

年
末
調
整
に
備
え
る
！

講
師

梅
井
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
務
所
代
表

梅
井

覚
氏

（
社
会
保
険
労
務
士
）

★
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

一
一
月
二
四
日
㈭
一
三
時
三
〇

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
展
開
支
援
事

業
を
活
用
し
よ
う

講
師

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
部
参
事
役

吉
澤

啓
氏

同
右
東
京
市
民
参
加
協
力
第
一

課
課
長

杉
村
悟
郎
氏

㈱
さ
く
ら
社
代
表
取
締
役
社
長

横
山
験
也
氏

リ
ソ
ー
ス
サ
プ
ラ
イ
合
同
会
社

研
究
員

松
山
匡
延
氏

㈱
日
本
テ
レ
ソ
フ
ト
代
表
取
締

役
社
長

金
子
秀
明
氏

★
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
二
五
日
㈮
一
三
時
三
〇

分
〜
一
五
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
時
代
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

講
師

中
央
大
学
大
学
院
戦
略
研
究
科

教
授

田
中

洋
氏

★
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
一
月
二
九
日
㈫
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ

ナ
ー

講
師

公
益
財
団
法
人
西
熊
谷
病
院
副

院
長

巽

新
吾
氏

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

鍵
和

田
幹
夫
氏

社
会
福
祉
法
人
至
福
の
会
む
さ

し
の
園
総
務

大
野
沙
織
氏

フ
ァ
イ
ン
シ
ン
タ
ー
三
信
㈱
総

務
課

小
林
雅
也
氏

★
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
五
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

こ
の
人
に
つ
い
て
い
き
た
い
と

思
わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
〜

部
下
を
活
か
す
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
〜
部
下
を
活
か
す
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
真
髄
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
・

㈱
ピ
ー
プ
ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ

夏
目
俊
希
氏

★
第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
七
日
㈬
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

二
〇
一
七
年
の
世
界
経
済
、
日

本
経
済
を
展
望
す
る

講
師

㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済

調
査
部
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣
氏
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